
本市の人口と世帯数（平成３０年１２月３１日現在）
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人口　１１万１８９８人（男性５万３０４４人、女性５万８８５４人）　世帯数　５万９１１世帯
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平平成成３３１１年年
２２００１１９９

１月１４日、すばるホールで、成人式が開催されました。 　　　　　　　　　　　　   ※関連記事１６ページ
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介護予防・日常生活支援総合事業とは

　同事業には、事業対象者（基本チェックリ

ストにより生活機能の低下がみられた人）や、

要支援１・２の認定を受けた人が利用できる

「介護予防・生活支援サービス事業」と、６５

歳以上の全ての人が利用できる「一般介護予

防事業」があります。

●介護予防・生活支援サービス事業

　研修を受けたスタッフや作業療法士などの

専門職が自宅を訪問し利用者の介護予防の取

り組みなどを支援する「訪問型サービス」や、

通所介護事業所などで生活機能の維持・向上

のための体操や専門職による講義などが受け

られる「通所型サービス」などがあります。

●一般介護予防事業

　介護予防活動の普及や啓発、地域の活動支

援などを実施する事業です。
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　市の指定を受けた介護事業所に通所することにより、利用者一人

一人の個別性を重視したサービスが受けられます。

　それぞれの介護事業所の特色を生かして、利用者の状態に合わせ

た運動プログラムによる身体機能の改善や、興味・関心ごとに合わ

せた自立支援プログラムを実施し、自宅での生活行為の維持・向上

や地域活動への参加など、「できること」「やりたいこと」を広げるた

めの支援をします。
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通所型サービスＡ事通所型サービスＡ事業業

介護事業所に通いはじめてから、シルバ　介護事業所に通いはじめてから、シルバーー

カーを押して歩くときの腰の痛みがなくカーを押して歩くときの腰の痛みがなくなな

り、近所であれり、近所であればば杖 杖 で歩いて行けるようにで歩いて行けるようになな
つつええ

りましたりました。。

また、健康管理にも注意を払うように　また、健康管理にも注意を払うようになな

り、血圧チェックを続けていますり、血圧チェックを続けています。。

体操だけでなく、お茶会で他の利用者さ　体操だけでなく、お茶会で他の利用者さんん

とお話するのも楽しみですとお話するのも楽しみです。。
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お茶会でお話するのも楽しみの一お茶会でお話するのも楽しみの一つつ

お茶会の様お茶会の様子子 ボール体操の様ボール体操の様子子

通通所所型サービス型サービスＡＡ

利用者の白石さ利用者の白石さんん

介護予防特集
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　作業療法士、歯科衛生士、管理栄養士などの専門職が自宅を訪問

し、生活機能や心身の状態の把握・評価をし、運動・ 口  腔 ・栄養の
こう くう

機能改善に向けた助言やプログラムの提案など、介護予防の取り組

みを支援するサービスです（おおむね３カ月間）。
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　自立した生活を送り、自宅や地域での活動につなげるために必要

な運動や食事、お口の健康などについて、専門職による講義や実技

などを通じて週１回、３カ月間（計12回）で総合的に学ぶことがで

きます。

　平成３０年度は、「コ・ス・パ富田林（若松町西一丁目１８２８の１）」で

実施しています。

　「仲間がいるから続けられる」「自分のペースで取り組める簡単な

プログラム」「あたまにもからだにも効くメニュー」「体験した内容を

ホームエクササイズ（宿題）として家でも継続」を教室の特徴とし、

３カ月で生活機能の改善を実感できる教室になっています。
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通所型サービスＣ事通所型サービスＣ事業業

訪問型サービスＣ事訪問型サービスＣ事業業

「通所型サービスＡ事業」と
「通所型サービスＣ事業」の
愛称を募集します

　市民の皆さんからご応募いただいた中から、

親しみの持てる愛称を選考し、採用された人の

中から抽選で景品を差し上げます。

　当選者の発表は、景品の発送をもって代えさ

せていただき、決定した愛称は、広報誌や市

ウェブサイトなどでお知らせします。

対象者　市内在住・在勤の人

応募方法　２月２８日（消印有効）までに、住

所、氏名（フリガナ）、年齢、電話番号、それぞ

れの愛称案と愛称の意味や理由などを明記し、

郵送、ファクスまたはＥメールで、５８４-８５１１

市役所高齢介護課〔(２０)２１１３・Eメールkaigoho

ken@city.tondabayashi.lg.jp〕へ
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作業療法士から教えてもらった体操を毎日　作業療法士から教えてもらった体操を毎日朝朝

と夜に１０回ずつ頑張ったら、体が楽に動くよと夜に１０回ずつ頑張ったら、体が楽に動くようう

になりました。以前は閉じこもりがちになっになりました。以前は閉じこもりがちになってて

いましたが、今では週２回運動を兼ねて自転いましたが、今では週２回運動を兼ねて自転車車

で遠くのお店まで買い物で遠くのお店まで買い物にに行行

くのが楽しみになりましたくのが楽しみになりました。。

　ままた、自分に合う栄養のた、自分に合う栄養の取取

り方や歯の手入れ方法、おり方や歯の手入れ方法、おいい

しく食べ続けるためのお口しく食べ続けるためのお口のの

体操なども教えてもらい、体操なども教えてもらい、実実

践しています践しています。。

コ・ス・パで、リズムに乗って楽しく体を　コ・ス・パで、リズムに乗って楽しく体を動動

かした後は、とても充実感があります。教室かした後は、とても充実感があります。教室でで

教えてもらった脳トレーニングをしながらの教えてもらった脳トレーニングをしながらの運運

動は、日々の生活の中でも実践しています動は、日々の生活の中でも実践しています。。

教室に通いはじめてから気持ちも前向きに　教室に通いはじめてから気持ちも前向きになな

り、一人で電車に乗って神り、一人で電車に乗って神戸戸

まで行くことができるようまで行くことができるようにに

なりましたなりました。。

集会所の「笑顔はつらつ　集会所の「笑顔はつらつ教教

室（４ページで紹介）」にも室（４ページで紹介）」にも参参

加しているので予習・復習加しているので予習・復習にに

なっています。今後も続けなっています。今後も続けてて

参加していきます参加していきます。。

やりたいことができる体を作るために必要な　やりたいことができる体を作るために必要な身身

体機体機能能（心肺機能・神経機能・運動機能（心肺機能・神経機能・運動機能））を向上させを向上させ

る方法などを、具体的に助言させていただきまする方法などを、具体的に助言させていただきます。。

これからも一人一人の希望に沿った丁寧な　これからも一人一人の希望に沿った丁寧なササ

ポートを心掛け、地域の皆さんに信頼され、さまポートを心掛け、地域の皆さんに信頼され、さまざざ

まなことを気軽にご相談いただける、そんな「かまなことを気軽にご相談いただける、そんな「かかか

りつけ理学療法士」になりたいと思っていますりつけ理学療法士」になりたいと思っています。。

　研修を受けたスタッフやホームヘルパーが自宅を訪問し、調理や

洗濯などの生活援助を自立に向けて一緒に取り組みます。
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訪問型サービスＡ事訪問型サービスＡ事業業

気持ちも前向き気持ちも前向きにに

また自転車で買い物に行けるようまた自転車で買い物に行けるようにに

利用者の皆さんに「今日も楽しかったな」「来　利用者の皆さんに「今日も楽しかったな」「来てて

よかったな」と思っていただける、また「このよかったな」と思っていただける、また「この運運

動をすればここが良くなる」ということを丁寧動をすればここが良くなる」ということを丁寧にに

お伝えして、納得して介護予防に取り組んでいお伝えして、納得して介護予防に取り組んでいたた

だける教室になるよう心掛けていますだける教室になるよう心掛けています。。

楽しみながら、体の変化を実感していただけ　楽しみながら、体の変化を実感していただけるる

教室ですので、運動が苦手な人もぜひ気軽にご教室ですので、運動が苦手な人もぜひ気軽にご参参

加ください加ください。。

通所型サービスＡ事業通所型サービスＡ事業所所

理理学療法士 中島学療法士　中島ささんん

通所型サービスＣ事業通所型サービスＣ事業所所

健康運動指導士 森口さ健康運動指導士　森口さんん

通所型サービス通所型サービスＣＣ
利用者の山本さ利用者の山本さんん

訪問型サービス訪問型サービスＣＣ
利用者の藤川さ利用者の藤川さんん
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ＱＱ１１　これらの事業を利用するには料金がかかりますか？

ＡＡ１１　「通所型サービスＣ事業」「訪問型サービスＣ事業」「一般介護予防事業」

は利用者の費用負担はありません。それ以外の「通所型サービスＡ事業」や

「訪問型サービスＡ事業」などは料金がかかります。内容や利用回数などに

よって料金が異なり、利用者は実際にかかる費用の１割（所得により２割ま

たは３割）を支払います。　

ＱＱ２２　要介護１の認定を受けていますが「介護予防・生活支援サービス事業」

を利用できますか？

ＡＡ２２　できません。　「介護予防・生活支援サービス事業」は、要支援者と事

業対象者（基本チェックリストにより生活機能の低下がみられた人）に該当

する人が対象です。ただし、６５歳以上であれば「一般介護予防事業」を利用

することができます。

ＱＱ３３　４０歳以上６５歳未満の人が「介護予防・生活支援サービス事業」を利用

するにはどうすればよいですか？

ＡＡ３３　老化が原因とされる特定疾病が原因で介護や支援が必要な４０歳以上６５

歳未満の人は、要支援認定を受けることが必要です。基本チェックリストで

はなく、高齢介護課で介護認定を申請してください。

Ｑ＆Ｑ＆ＡＡ

◆若さ・健康・体力アップ教室（１クール７日間、年間５クール）

　いつまでも健康で若々しく過ごすための運動や食事のポイント、

お口の体操やケアなど、自宅で取り組めることを中心とした健康づ

くりの方法を学びます。

◆認知症予防教室（１クール４日間、年間４クール）

　認知症について学び、脳トレーニング・運動・栄養・ 口  腔 のケア
こう くう

や音楽などを通じて認知症の予防をめざします。

◆膝腰痛改善教室（１クール３日間、年間３クール）

　膝や腰の痛みの改善に向けて、整形外科医による講話と運動や食事のポイントを紹介します。

　月２～４回程度、ご近所の人たちが集会所などに集まり

継続して運動をする教室です。

　椅子からの立ち座り、歩行、階段の昇り降りなどの日常

生活での動作をいつまでも楽に続けられるようにするため

に必要な運動を収録したＤＶＤを使用します。

　教室を運営する団体に対

してＤＶＤを無償で提供

し、介護予防サポーターや

健康運動指導士などが定期

的に指導や体力測定をしま

す。運動だけでなく、歯科

衛生士や管理栄養士のお話

を聞く機会もあります。

※平成３０年１２月末現在、市内２５カ所で開催しています。

　「元気なうちからぼちぼち始める介護

予防」をキャッチフレーズに、在宅介護

支援センターやほんわかセンターの職員

が地域の集会所などに出張して、体操や

脳トレーニ

ング、介護

予防に役立

つ講話など

を実施する

６０～９０分間

の単発の教

室です。

　老人会や地区・校区福祉委員会の集ま

りなどに利用していただいています。

　テーマ別に３種類の健康づくり教室があります。

≪ぼっちら教≪ぼっちら教室室≫≫ ≪≪笑顔はつらつ教笑顔はつらつ教室室≫≫

≪≪健康づくり教健康づくり教室室≫≫

若さ・健康・体力アップ教室の様若さ・健康・体力アップ教室の様子子

　介護保険の認定がなくても利用

できるサービスの範囲が広がりま

した。運動も食事も 口  腔 ケアも、
こう くう

続けることで効果が出てきます。

　本市ならではの特色あるサービ

スばかりですので、ご自身の状態

に合ったサービスを自ら選び、数

カ月先・数年先の元気な自分をイ

メージして積極的にご利用くださ

い。

　介護予防について、高齢介護課

やほんわかセンター

に気軽にご相談くだ

さい。

一
般
介
護
予
防
事

一
般
介
護
予
防
事
業業
（

歳
以
上
の
全
て
の
人
が
利
用
で
き
る

（
　
歳
以
上
の
全
て
の
人
が
利
用
で
き
る
））

６５６５

高齢介護課

保健師　永岡
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　「介護予防・日常生活支援総合事業」の利用を希望される場合は、高齢介護課または担当区域のほんわかセンター（地域包

括支援センター）に、ご相談ください。

ほんわかセンターのご利用を

　ほんわかセンターは、市内に３カ所ある（下表参照）地域包括支援センターの愛称です。

　ほんわかセンターでは、高齢者の総合相談窓口として、高齢者やそのご家族が住み慣れた地域で安心して暮らし続

けられるよう、さまざまな相談に応じています。

　健康相談や介護相談の他、どこに尋ねればよいか分からないようなことも、気軽にご相談ください。必要に応じて、

適切なサービスの紹介や解決のための支援をします。

　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　高齢介護課（内線１８９、１９６）
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お
互
い
を
理
解
し
合
う
た
め

に
、
ま
た
、
知
識
を
学
び
文
化

を
創
造
す
る
た
め
に
必
要
な
言

語
で
あ
る
手
話
を
大
切
に
育
ん

で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
手
話
が
言
語
と
し

て
認
め
ら
れ
ず
、
手
話
を
使
用

す
る
環
境
も
整
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
、
ろ
う
者
は
多
く
の
不
便

　
本
市
は
、
手
話
が
言
語
で
あ

る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
手

話
へ
の
理
解
の
促
進
お
よ
び
手

話
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
誰
も
が
地
域
で
支
え
合
い

な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、「
富
田
林

市
手
話
言
語
条
例
」を
制
定
し
、

平
成
　
年
１
月
１
日
か
ら
施
行

３１

し
ま
し
た
。

●
な
ぜ
「
手
話
言
語
条
例
」
を

制
定
し
た
の
？

　
手
話
は
、
手
や
指
の
動
き
、

顔
の
表
情
な
ど
を
使
っ
て
視
覚

で
表
す
言
語
で
す
。

　
ろ
う
者
（
手
話
を
主
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と

し
て
用
い
る
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
人
）
は
、
物
事
を
考
え
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

●手話を身に付けるためには

　本市では、毎年「手話奉仕員養成講座」を開講し

ています。平成３１年度の開講については、決まり次

第、広報誌や市ウェブサイトでお知らせします。

　また、市内には手話を通じてコミュニケーション

を図り、ろう者と交流する「手話サークル」もあり

ます。

や
不
安
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し

て
き
ま
し
た
。

　
手
話
が
、
日
本
語
（
音
声
言

語
）
と
同
じ
よ
う
に
言
語
と
し

て
確
立
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ろ

う
者
に
と
っ
て
、「
手
話
を
獲
得

す
る
」「
手
話
で
学
ぶ
」「
手
話
を

学
ぶ
」「
手
話
を
使
う
」「
手
話
を

守
る
」
と
い
う
５
つ
の
こ
と
が

必
要
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
こ
と
が
保
障
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
皆
さ
ん
に

手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
、
よ

り
身
近
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
手
話
を
通

し
て
み
ん
な
の
輪
が
広
が
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
手
話
言
語

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

（
内
線
１
９
２
）

手
話
は
言
語
で
す

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富
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林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話
言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言
語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語
条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

「
富
田
林
市
手
話
言
語
条
例
」
がががががががががががががががががががががががががががががが

制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
さささささささささささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
ままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししし

制
定
さ
れ
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

手
話
は
言
語
で

手
話
は
言
語
で
すす

　
民
家
や
商
店
、
町
角
な
ど
約

１
０
０
カ
所
で
、
春
の
花
と
と

も
に
お
 雛
 さ
ま
が
飾
ら
れ
ま

ひ
な

す
。
　
ま
た
、
特
産
品
の
販
売
な

ど
、
楽
し
い
催
し
も
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と
き
　
３
月
９
日

、　

日
１０


、
午
前
　
時
～
午
後
４
時
　

１０

（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
　
富
田
林
寺
内
町
お
よ

び
そ
の
周
辺

問
い
合
わ
せ
　
じ
な
い
ま
ち
四

季
物
語
実
行
委
員
会
事
務
局

〔

０
８
０
（
６
２
０
５
）
４

５
４
０
〕

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111333333333333333333333第13回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじななななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままじないまちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち雛雛雛雛雛雛雛雛雛雛雛雛雛雛雛雛雛雛雛雛雛 雛 めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりめぐり
ひな

じないまち四季物語2019「春じないまち四季物語2019「春」」

●富田林市手話条例（一部抜粋）

■基本理念（第３条）

　手話への理解の促進及び手話の普及は、ろう者

が手話によりコミュニケーションを図る権利を有

することを前提に、その権利を尊重する。

■市の責務（第４条）

　基本理念に則り、手話への理解の促進及び手話

の普及を図り、ろう者が手話を使用しやすい環境

を整備するため必要な施策を推進する。

■市民の役割（第５条）

　基本理念に対する理解を深め、市が推進する施

策に協力するよう努める。

■事業者の役割（第６条）

　ろう者が利用しやすいサービスを提供するとと

もに、ろう者が働きやすい環境を整備するよう努

める。
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高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
等
推
進

委
員
会
の
委
員
を
募
集

　
介
護
保
険
事
業
や
高
齢
者
施

策
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

同
推
進
委
員
会
の
委
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
・
定
員
　
本
市
在
住
の

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者

（
　
歳
以
上
）
＝
１
人
、
第
２

６５
号
被
保
険
者
（
　
～
　
歳
）
＝

４０

６４

１
人

任
期
　
平
成
　
年
４
月
１
日


３１

よ
り
３
年
間

申
し
込
み
　
２
月
１
日

～
、

高
齢
介
護
課
で
配
布
す
る
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

「
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

と
社
会
参
加
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
文
（
文
字
数
は
１
０
０
０

～
１
２
０
０
字
、
用
紙
・
様
式

は
自
由
）
を
添
え
て
、
２
月
　２８

日

、
午
後
５
時
ま
で
に
、
同

課
（
内
線
１
７
５
、
１
７
６
）

へ
持
参

※
作
文
で
１
次
選
考
、
面
接
で

２
次
選
考
を
し
ま
す
。
な
お
、

１
次
選
考
合
格
者
に
対
す
る
２

次
選
考
の
面
接
は
、
３
月
中
旬

頃
に
実
施
予
定
で
す
。

２
人
、
損
害
額
は
約
１
億
６
６

１
６
万
円
で
し
た
。

　
火
災
の
内
訳
は
、
建
物
火
災

　
件
、
車
両
火
災
１
件
、
そ
の

１５他
の
火
災
が
　
件
で
し
た
。
こ

１０

れ
ら
を
原
因
別
に
み
る
と
、
多

い
も
の
か
ら
枯
れ
草
焼
き
、
た

ば
こ
、
放
火
（
疑
い
を
含
む
）、

電
気
関
係
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
冬
季
は
、
火
を
使
う
機
会
も

多
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

の
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
の

で
、
な
お
一
層
の
火
の
用
心
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
の
市
消
防
白
書
が

３０

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
市
内
で
の
火
災
発
生
件
数
は

昨
年
か
ら
１
件
減
少
し
て
　
件
２６

で
、
死
者
は
３
人
、
負
傷
者
は

　
次
に
、
市
内
で
の
救
急
車
の

出
動
件
数
は
５
９
６
１
件
で
、

昨
年
よ
り
３
１
２
件
増
加
し
ま

し
た
。

　
そ
の
内
訳
は
、
急
病
３
９
２

４
件
、
一
般
負
傷
１
０
６
７

件
、
交
通
事
故
４
６
５
件
、
そ

の
他
５
０
５
件
で
し
た
。

　
体
の
調
子
が
悪
い
と
感
じ
た

と
き
に
は
早
め
に
近
く
の
医
療

機
関
を
受
診
し
、
救
急
車
の
適

正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
警

備
救
急
課
〔

　
１
１
２
５
〕

（２３）

南
河
内
地
域
の
拠
点
と
し
て
、

専
門
的
な
個
別
療
育
と
保
護
者

研
修
を
実
施
し
て
い
る
「
こ
ど

も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ｕ

ｎ
」
に
委
託
し
、
今
年
４
月
よ

り
、
本
市
民
限
定
で
、
同
じ
内

容
の
個
別
療
育
を
実
施
し
ま
す
。

利
用
日
時
な
ど
　
毎
週
月
～
金

　
近
年
、
発
達
障
が
い
児
へ
の

認
知
度
が
高
ま
り
、
児
童
発
達

支
援
の
利
用
希
望
者
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
発
達
障
が
い
は
、

早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
療
育

を
受
け
る
こ
と
が
効
果
的
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
市
で
は
、
現
在
、

曜
日
、
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

　
分
の
う
ち
１
時
間
で
、
月
２

３０回
程
度
（
利
用
料
が
必
要
）

と
こ
ろ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）

対
象
者
　
市
内
在
住
で
発
達
に

課
題
が
あ
る
お
お
む
ね
２
歳
～

小
学
２
年
生
の
子
ど
も
と
そ
の

家
族

定
員
　
　
人
２０

※
申
し
込
み
は
、
２
月
　
日


１２

～
　
日

に
受
け
付
け
（
申
し

２０
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）。
申

し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
Ｓ

ｕ
ｎ
〔

　
７
３
３
１
・

　

(２６)

(２６)

７
３
７
７
〕（
電
話
受
け
付
け
は

午
後
４
時
　
分
～
５
時
　
分
）、

３０

３０

こ
ど
も
未
来
室（
内
線
２
０
８
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

災害による被害を最小限に              
～喜志町に自主防災会が誕生～

　新たに、喜志町（一～五丁目）に自主防災会

が結成され、ヘ

ルメットやアル

ミ一輪車、ハン

マー、バールな

どの防災資機材

が配備されまし

た。

　今後、日頃の防災活動や地域で発生した災害

へのいち早い対応など、地域防災の柱として住

民の安全を確保するための活発な活動が期待さ

れます。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)

１１２５〕

平成3平成300年年
消防白消防白書書

市
民
限
定
・
発
達
障
が
い
児
等
療

市
民
限
定
・
発
達
障
が
い
児
等
療
育育

支
援
事
業
を
開
始
し
ま
す

支
援
事
業
を
開
始
し
ま
す
！！

平平
成成
　
年
度
年
度
～～

３１３１

「
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

「
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ーー
Ｓ
ｕ
ｎ

 Ｓ
ｕ
ｎ
 

ササ

ンン

＋ ＋
 」」

プ
ラ
プ
ラ
スス

利
用
者
募

 利
用
者
募
集集



８

　
平
成
　
年
６
月
に
、
生
産
緑

２９

地
法
お
よ
び
生
産
緑
地
法
施
行

令
が
一
部
改
正
さ
れ
、
市
町
村

が
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
５
０
０
平
方
㍍
以
上

だ
っ
た
生
産
緑
地
の
面
積
要
件

を
、
３
０
０
平
方
㍍
以
上
と
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
本
市
で
は

「
生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の
規

模
に
関
す
る
条
件
を
定
め
る
条

例
」
を
制
定
し
、
生
産
緑
地
の

面
積
要
件
を
３
０
０
平
方
㍍
以

上
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
指
定

で
き
な
か
っ
た
小
規
模
な
農
地

に
つ
い
て
も
、
生
産
緑
地
地
区

生
産
緑
地
の
面
積
要
件
が

「
3
0
0
平
方
㍍
以
上
」
に
な
り
ま
し
た

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月1111111111111111111111111111177777777777777777777777777777日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ２月17日よりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

大字東板持の一部区域

で住居表示を実施

金
剛
連
絡
所
２
階
ホ
ー
ル
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
金
剛
連
絡
所
で
は
、
２
階

ホ
ー
ル
の
貸

し
出
し
を
実

施
し
て
い
ま

す
。

利
用
時
間
　

午
前
9
時
～

午

後

9

時

（
一
時
間
単

位
で
の
利
用

が
可
能
）

定
員
　
大
ホ
ー
ル
＝
　
人
、
小

４５

ホ
ー
ル
＝
　
人
１８

　
２
月
　
日

よ
り
、
大
字
東

１７

板
持
の
一
部
区
域（
左
図
参
照
）

を
「
東
板
持
町
一
丁
目
」
に
編

入
す
る
、
住
居
表
示
を
実
施
し

ま
す
。

　
実
施
日
以
降
は
、
住
所
の
表

し
方
が
「
東
板
持
町
一
丁
目
○

番
○
号
」
に
変
わ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
住
居
表
示
か
ら
旧

住
所
（
地
番
）
の
照
会
に
は
、

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
4
5
2
）

マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の日程で開

設します。申請者本人がお越しください。

とき　２月３日、３月３日、午前９時～正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

料
金
　
大
ホ
ー
ル
＝
５
０
０

円
、
小
ホ
ー
ル
＝
２
０
０
円

（
い
ず
れ
も
一
時
間
当
た
り
、

市
内
在
住
の
人
の
場
合
）

※
市
外
在
住
の
人
や
、
営
利
目

的
な
ど
の
場
合
は
、
料
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
や
料
金
な
ど

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
金
剛
連
絡
所

〔

　
１
４
０
１
〕

（２９）

に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
追
加
指
定
の
受
け
付
け
を
　３１

年
度
中
に
実
施
し
ま
す
。
詳
細

は
決
ま
り
次
第
、
広
報
誌
や
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
4
5
1
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



９

　
近
年
、
健
康
維
持
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
向
け
た
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
と
し
て
、
自
分
で

体
重
を
定
期
的
に
測
定
し
、
体

重
維
持
・
減
少
に
向
け
て
日
頃

か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
が
策
定
し
た
、「
健
康
と

ん
だ
ば
や
し
　
（
第
二
次
）
及

２１

び
食
育
推
進
計
画
」
に
よ
る
と
、

「
　
～
　
歳
男
性
肥
満
者
」
は

２０

６０

　
・
７
㌫
、「
　
～
　
歳
女
性
肥

３４

４０

６０

満
者
」
は
　
・
３
㌫
と
、
目
標

１２

値
で
あ
る
男
性
　
㌫
以
下
、
女

２８

性
　
㌫
以
下
に
届
い
て
い
な
い

１０
の
が
現
状
で
す
。

　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ

く
り
推
進
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら

「
体
重
チ
ェ
ッ
ク
記
録
表
（
Ａ

４
・
Ａ
３
サ
イ
ズ
）」
を
無
料
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
、
今
後
の
体
重
管
理
や
健
康

維
持
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

※
肥
満
と
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
〔
体
重

（
㌔
）
÷
身
長
（
㍍
）
÷
身
長

（
㍍
）〕が
　
以
上
の
こ
と
を
意

２５

味
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

・
医
療
機
関
に
受
診
中
の
人

は
、
必
ず
か
か
り
つ
け
医
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
安
全
な
減
量
は
１
カ
月
に
１

～
２
㌔
の
ペ
ー
ス
で
す
。
過
度

な
減
量
や
食
事
制
限
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

健康維持に取り組むな健康維持に取り組むならら

体重測定から体重測定から！！

「体重チェック記録表」

がダウンロードできます

　
本
市
で
は
、
国
が
指
定
す
る

５
歳
刻
み
の
定
期
接
種
の
年
齢

以
外
の
人
で
も
、
　

歳
以
上
で

６５

同
予
防
接
種
を
初
め
て
受
け
る

人
は
公
費
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

対
象
者
　
①
満
　
歳
以
上
で
初

６５

め
て
接
種
す
る
人
、
②
満
　
歳
６０

以
上
　

歳
未
満
の
人
で
、
心

６５

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
よ
り
免

疫
機
能
に
障
害
を
有
す
る
人

（
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
を

有
す
る
人
ま
た
は
同
程
度
の
障

が
い
が
あ
る
人
）

※
こ
れ
ま
で
に
公
費
助
成
を
受

け
て
接
種
し
た
こ
と
の
あ
る
人

や
２
回
目
以
降
の
接
種
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

費
用
　
３
０
０
０
円
　

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
で
、
次

の
生
年
月
日
の
人
は
３
月
　
日
３１


ま
で
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
接
種
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
４
月

１
日

以
降
は
対
象
の
生
年
月

日
が
変
わ
り
ま
す
）
。

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

２８

２９

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

２３

２４

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

１８

１９

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

１３

１４

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
８
年
４
月
２
日
～
９
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
３
年
４
月
２
日
～
４
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

～
　
歳
以
上
で
同
予
防
接
種
を

６５
初
め
て
受
け
る
人
に
公
費
助
成

を
実
施
し
て
い
ま
す
～

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
気

づ
か
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
、

知
ら
な
い
間
に
病
気
が
進
展

し
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
な
ど
の

重
篤
な
症
状
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
一
生
に
一
度
は

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

実
施
場
所
　
実
施
医
療
機
関
　

※
平
成
　
年
４
月
号
広
報
に
折

３０

り
込
み
の
「
平
成
　
年
度
保
健

３０

事
業
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ
く

り
推
進
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

内
容
　
問
診
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

対
象
者
　
　
歳
以
上
で
肝
炎
ウ

４０

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
人

※
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

費
用
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

・
大
正
　
年
４
月
２
日
～
　
年

１２

１３

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
大
正
７
年
４
月
２
日
～
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
接
種
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
直
接
医
療

機
関
に
行
っ
て
も
接
種
で
き
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕
へ

（２８）

※
申
込
者
に
受
診
票
と
実
施
医

療
機
関
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
受
診
票
が
届
き
ま
し
た

ら
、
希
望
す
る
実
施
医
療
機
関

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
実
施
医
療
機
関
以
外
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

助産制度をご存じですか

　経済的な理由により入院して出

産することができない妊婦に対し

て、特定の病院（助産施設）への

入所措置をすることで、出産費用

を援助する制度です。

対象者　生活保護受給世帯、市・

府民税非課税世帯の妊婦

※一部負担金が必要です。

助産施設　済生会富田林病院、Ｐ

Ｌ病院、澤井産婦人科など

※入院する前に必ず申請が必要で

す。

※上記以外の市外の助産施設も対

象となる場合がありますので詳し

くは、お問い合わせください。

問い合わせ　こども未来室（内線

２０５）

肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝肝
炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
ははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
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ででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
お
済
み
で
す
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか



１０

　
２
月
は
河
川
の
水
質
改
善
に

取
り
組
む
月
で
す
。

　
河
川
の
汚
れ
の
原
因
の
約
７

割
が
、
台
所
や
風
呂
、
洗
濯
な

ど
の
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水

で
す
。

　
こ
の
生
活
排
水
の
影
響
は
、

河
川
の
流
量
が
減
少
す
る
冬
季

に
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
各
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水

を
少
し
ず
つ
減
ら
す
こ
と
で
、

河
川
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
河
川

を
取
り
戻
す
た
め
に
、
家
庭
か

ら
の
汚
れ
た
生
活
排
水
を
少
な

く
す
る
取
り
組
み
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

汚
れ
た
生
活
排
水
を
減
ら

す
工
夫

●
残
さ
な
い

　
食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作

り
、
残
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
拭
き
取
る

　
食
器
や
鍋
な
ど
の
汚
れ
は
、

布
や
紙
で
拭
き

取
っ
た
り
、
ヘ
ラ

で
か
き
取
っ
た
り

し
て
か
ら
洗
い
ま

し
ょ
う
。

●
流
さ
な
い

　
油
は
紙
に
吸
わ
せ
る
、
固
形

化
す
る
な
ど
し
、
流
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

　
同
組
合
で
は
、
建
設
工
事
や

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
の
業
務
へ
の
入
札
参
加
資

格
申
請
を
追
加
で
受
け
付
け
し

ま
す
。

　
前
年
度
に
受
け
付
け
を
し
て

い
る
場
合
は
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
有
効
期
間
　
４
月
１
日


よ
り
２
年
間

申
請
書
提
出
要
領
の
配
布
　
２

月
　
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝

２２
日
を
除
く
午
前
９
時
～
５
時
　３０

分
）
ま
で
、
同
組
合
総
務
企
画

課
（

５
８
４
・
０
０
５
４
甘

南
備
２
３
４
５
）
で
配
布

※
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
://w

w
w
.m
in
a
m
ik
a
w
a
c

h
i-k
a
n
k
y
o
.o
r.jp
/

〕
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
方
法
　
２
月
１
日

～
　２２

日

（
消
印
有
効
）
に
、
申
請

書
提
出
要
領
に
基
づ
き
作
成
し

た
書
類
を
同
組
合
総
務
企
画
課

〔

　
６
５
８
４
〕へ
郵
送（
持

（３３）

参
不
可
）

「
災
害
復
旧
支
援
金
」

へ
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ごみ収集車の火災事故が発生しました

　先日、北大伴町で粗大ごみを収集中、ごみ収集車から

火災が発生しました。

　消火作業中にシンナーの入っ

た一斗缶が粗大ごみの中から発

見されたことから、収集作業中

に発生した火花が揮発したシン

ナーに引火したことが火災の原

因と考えられます。

　今回は大事に至りませんでし

たが、ひとたび火災が発生すると、ごみ収集車に甚大な

被害が及ぶだけでなく、場合によっては家屋などの損壊

や人命に関わる危険性もあります。

　収集作業中に重大な事故が起こらないよう、ごみの出

し方には十分注意していただきますよう、よろしくお願

いします。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

動物の遺棄・虐待（虐殺）は犯罪です

　動物は私たちの生活をさまざまな形で豊かにしてく

れるかけがえのない存在です。

　犬や猫、イエウサギなどの愛護動物を傷つけたり、

苦しめたり、捨てたりすることは犯罪行為になります

のでやめましょう。

問い合わせ　みどり環境課（内線４３０、４３２）

　「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
制
度
」を

活
用
し
た
昨
年
の
台
風
第
　
号
２１

被
害
に
対
す
る
「
災
害
復
旧
支

援
金
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
　
年
　
月
　
日
を
も
っ
て
受

３０

１２

３１

け
付
け
を
終
了
し
、
全
国
よ
り

　
件
、　

万
５
０
６
４
円
の
寄

１８

４２

付
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
寄
付
は
、
公
共
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
な
ど
に
、
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
、
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
０
）

入札参加資格申請を

追加受け付け

南河内環境事業組南河内環境事業組合合

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
２
月
はははははははははははははははははははははは

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善
強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
ででででででででででででででででででででで

水
質
改
善
強
化
月
間
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす



１１

の
雇
用
に
つ
い
て
」「
中
小
企
業

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
ロ
ボ
ッ

ト
／
Ａ
Ｉ
導
入
に
つ
い
て
の
勘

所
」「
大
阪
産
業
技
術
研
究
所
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
」「
新
年
度

に
向
け
た
大
阪
府
立
大
学
新
産

学
官
金
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

ま
す
。
第
２
部
で
は
、
企
業
間

の
交
流
を
目
的
に
立
食
形
式
で

の
「
産
・
学
・
官
」
懇
親
会
と
名

刺
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
２
月
　
日

、
午
後
４

１４

時
～
６
時
　
分
４５

と
こ
ろ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）

内
容
　
①
第
１
部
＝
セ
ミ
ナ
ー

（
午
後
４
時
～
５
時
　
分
）、

３０

　
市
内
に
あ
る
も
の
づ
く
り
企

業
の
交
流
を
深
め
、
地
域
の
経

済
活
性
化
を
図
る
た
め
、
同
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
第
1
部
で
は
、「
シ
ニ
ア
人
材

②
第
２
部
＝
懇
親
会
・
名
刺
交

換
会
（
午
後
５
時
　
分
～
６
時

４５

　
分
）　

４５※
第
１
部
の
み
の
参
加
可
。

対
象
者
　
市
内
の
も
の
づ
く
り

企
業
の
経
営
者
な
ど

参
加
費
　
①
無
料
、
②
１
５
０

０
円

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
大
阪
府
立
大
学
研
究
推
進

本
部
Ｕ
Ｒ
Ａ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.ia
o

 
   
    
 
 
   
 .

 

o
sa
k
a
fu
-u
.a
c
.jp
/u
ra
h
p

 
  
 
 
  
  
  
 
   
  
  
 
 /

 〕

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー

〔

０
７
２
（
２
５
４
）
９
１

２
８
〕

経営者の退職金「小規模企業共済制度」

　同制度は、小規模企業の経営者や役員、個人事業主のため

の積立による国の退職金制度です。

■同制度の主な内容

◇掛け金は全額所得から控除できます。

◇掛け金は加入後も増減が可能です。

※商工会、金融機関などで申し込めます。詳しくは、お問い

合わせください。

問い合わせ　（独）中小企業基盤整備機構共済相談室〔０５０

(５５４１)７１７１〕

南河内求人企業説明会&面接会

　南河内の企業が出展しますので、就職を希望する人、就労

について悩みや相談がある人はぜひ、ご参加ください。

とき　２月２１日、午後１時～４時

ところ　キックス（河内長野市昭栄町７の１）

内容　①求人企業説明会＆面接会、②直前対策！面接印象

 ＵＰ セミナー、③セブン-イレブンシニアスタッフお仕事説
アップ

明会、④各種相談コーナー（労働相談、障がい者就業・生活

相談、総合生活相談、ひとり親家庭生活相談、若者の就労相

談、女性就労相談、中高年齢者就業相談、シルバー人材セン

ター就労相談、社会保険・労働保険相談）など

参加費　無料 

※①の就職面接会への参加を希望する人は、必ず履歴書を持

参（ハローワークカードをお持ちの人は同カードも持参）し

てください。また、複数の企業との面接もできますので、予

備の履歴書を持参されることをお勧めします。

申し込み　①③④は当日直接会場へ、②は２月６日～、河

内長野市産業観光課〔(５３)１１１１〕へ（申し込み先着順）

※実施時間や定員など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　商工観光課（内線４８２）

　
Ｆ
Ｐ
技
能
士
は
、
金
融
や
不

動
産
業
界
な
ど
へ
の
就
職
だ
け

で
な
く
生
活
設
計
や
家
計
の
見

直
し
と
い
っ
た
個
人
の
生
活
に

も
役
立
つ
資
格
で
す
。
こ
の
機

会
に
講
座
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

と
き
　
２
月
　

日

、　

日

２５

２６


、　

日

、
３
月
１
日

、 

２７

４
日

、
５
日

、
６
日

、

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
午
後
４

１０

時
（
全
７
回
）

と
こ
ろ
　
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
市
内
在
住
の
　
歳
以

１８

フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
プププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
ラララララララララララララララララララララララララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
ググググググググググググググググググググググググググググググググググググググ

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
ＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦ
ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
）））））））））））））））））））））））））））））））））））））
技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能
士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士
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級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級級
試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講

（
Ｆ
Ｐ
）
技
能
士
３
級
試
験
対
策
講
座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座

上
で
、
現
在
職
に
就
い
て
お
ら

ず
、
就
労
を
め
ざ
し
全
日
程
を

受
講
で
き
る
人

定
員
　
　
人
３０

受
講
料
　
１
６
２
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申
し
込
み
　
２
月
７
日

～
　１８

日

に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
入
力
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

市
人
権
協
議
会
内
市
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
〔

　
３
７
０
０
・

（２４）

Ｅ
メ
ー
ルw

a
k
a
ic
h
i@
lu
c
k
.o

c
n
.n
e
.jp

〕
へ
（
申
し
込
み
先

着
順
、
電
話
申
し
込
み
可
）

就
労
支
援
講
座

　
シ
ニ
ア
雇
用
に
積
極
的
な
企

業
（
約
　
社
）
が
参
加
す
る
、

２０

同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
面

接
の
コ
ツ
」
セ
ミ
ナ
ー
も
同
時

開
催
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
３
月
１
日

、
午
後
１

時
～
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後

３
時
　
分
ま
で
）

３０ シ
ニ
ア
向
け
合
同
企
業
説
明
会

と
こ
ろ
　
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
　２５

階
会
議
室
（
大
阪
市
阿
倍
野
区

阿
倍
野
筋
一
丁
目
１
の
　
）
４３

対
象
者
　
　
歳
以
上
の
人

５５

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
シ
ニ
ア
就
業
促

進
セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６
９

１
０
）
０
８
４
８
〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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１２

勤
務
日
　
月
～
金
曜
日
、
午
前

９
時
～
午
後
３
時
　
分
（
平
成

３０

　
年
度
実
績
）

３０職
務
内
容
　
子
ど
も
た
ち
の
読

書
活
動
の
推
進

対
象
者
　
司
書
ま
た
は
司
書
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
人
　

募
集
人
数
　
　
人
１２

賃
金
　
時
給
１
０
２
０
円

募
集
職
種
《
担
当
課
》

■
市
役
所
総
合
案
内
業
務
（
フ

ロ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）《
情
報
公
開

課
（
内
線
１
８
１
）》

■
市
役
所
電
話
交
換
手
《
総
務

課
（
内
線
３
３
１
）》

■
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
補
助

員
）《
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線
２

９
６
）》

■
市
立
保
育
所
保
育
士
《
こ
ど

も
未
来
室
（
内
線
２
９
６
）》

■
市
立
保
育
所
保
健
師
（
看
護

師
）《
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線
２

９
６
）》

■
幼
児
教
室
保
育
士
・
保
育
補

助
員
《
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線

２
０
８
）》

■
市
立
幼
稚
園
園
務
員
・
小
学

校
校
務
員
《
教
育
総
務
課
（
内

線
３
５
２
）》

■
ご
み
収
集
業
務
補
助
員
《
衛

生
課
（
内
線
１
４
９
）》

■
小
学
校
給
食
補
助
員
・
補
助

員
代
替
え
《
学
校
給
食
課
〔


　
５
２
１
１
〕》

（２８）■
文
化
財
施
設
管
理
員
《
文
化

財
課
（
内
線
５
０
８
）》

■
埋
蔵
文
化
財
調
査
員
・
調
査

補
助
員
《
文
化
財
課
（
内
線
５

０
７
）》

■
図
書
館
司
書
業
務
補
助
員

《
中
央
図
書
館
〔

　
４
９
２

（２５）

１
〕、
金
剛
図
書
館
〔

　
１
１

（２８）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職市臨時的任用職員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルバババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト（アルバイト））））））））））））））））））））））ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集を募集

小
・
中
学
校
図
書
館
教
育
支
援
員

を
募
集

申
し
込
み
　
２
月
１
日

～
７

日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）
に
、
履

歴
書
に
司
書
ま
た
は
司
書
教
諭

の
資
格
証
（
写
し
）
を
添
え
て

教
育
指
導
室
（
内
線
３
６
８
）

へ※
２
月
　
日

に
、
面
接
試
験

１４

な
ど
を
実
施
し
、
選
考
し
ま
す
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

７
１
〕》

■
児
童
館
教
育
指
導
員
《
児
童

館
〔

　
０
６
６
６
〕》

（２５）

■
児
童
館
給
食
補
助
員
《
児
童

館
〔

　
０
６
６
６
〕》

（２５）

■
市
役
所
業
務
一
般
事
務
《
人

事
課
（
内
線
３
２
３
）》

※
勤
務
日
、
勤
務
地
、
業
務
内

容
、
申
し
込
み
方
法
、
申
し
込

み
期
間
な
ど
は
、
市
臨
時
的
任

用
職
員
試
験
実
施
要
領
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
、
同
要
領
は
担
当
課

で
配
布
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
人

事
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

平
成
　
年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１３１

試
験
職
種
　
保
育
士

受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

４９

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保

育
士
（
府
地
域
限
定
保
育
士
を

含
む
）
資
格
お
よ
び
幼
稚
園
教

諭
免
許
を
有
し
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
取
得
済
み
で
あ
る

か
、
採
用
時
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人

採
用
人
数
　
５
人
程
度

第
１
次
試
験
日
　
２
月
　
日


１７

※
試
験
内
容
は
、
総
合
適
性
検

査
、
集
団
討
議
、
実
技
試
験
。

採
用
予
定
日
　
４
月
１
日

以

降

市
職
員
採
用
資
格
試
験

（
保
育
士
）
を
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

実
施
し
ま
す

実
施
要
綱
な
ど
の
配
布
　
２
月

　
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

１３を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
）
ま
で
、
人
事
課
、
金
剛

３０連
絡
所
で
交
付
（
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
人
事
課
の
ペ
ー
ジ
）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）

申
し
込
み
　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
２
月
　

日


１３

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
）

３０

ま
で
に
、
人
事
課
へ
（
郵
送
の

場
合
は
２
月
８
日

ま
で
の
消

印
有
効
）

適
応
指
導
教
室
講
師

（
市
非
常
勤
職
員
）
を
募
集

勤
務
日
　
月
～
金
曜
日
、
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
（
平
成

４５

　
年
度
実
績
）
　

３０職
務
内
容
　
子
ど
も
の
指
導
や

支
援
、
教
育
相
談
活
動
　

対
象
者
　
小
学
校
ま
た
は
中
学

校
教
諭
免
許
を
有
し
（
取
得
見

込
み
を
含
む
）
、
教
員
を
志
望

し
て
い
る
人
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

子
ど
も
の
悩
み
の
解
消
に
向
け

て
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
人

募
集
人
数
　
１
人

申
し
込
み
　
２
月
７
日

～
　１５

日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

に
履
歴
書
を
持
参
し
、
教
育
指

導
室
（
内
線
３
６
５
）
へ

※
２
月
　
日

に
、
面
接
・
筆

１８

記
試
験
を
実
施
し
、
選
考
し
ま

す
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１３



１４

藤沢台　

　小川　 翔 
しょう

 平 ちゃん（３カ月）
へい

いつもたくさんの笑顔をありがとう

すくすくと元気に育ってね

平町　

　山﨑　 陽  翔 ちゃん（２歳）
あき と

ぷくぷく大きく育ってね！！

梅の里　

　木下　 大和 ちゃん（８カ月）
やまと

これからも笑顔で元気に大きく育っ

てね！

イ わ が 家
の ア ド ル

　
武
都
紀
　
若
松
　
寿
子
選

100歳
おめでとうございます！

　１月２日、１００歳の誕生日を迎えら
れた三宅　トシヱさんを訪問しまし
た。施設の皆さんにお祝いされ、と
ても喜んでおられました。

宛先

　
川
柳
・
短
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は
が
き
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま
で
）
。
市

内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
欲
」）
は
２
月
　２８

日

、
５
月
号
の
「
短
歌
」
は
３
月
　
日

ま

３１

で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
歌
＝

「
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
聴
く
の
が
 嬉
 し
く
て
 曾
 孫

う
れ
 

ひ

の
年
玉
用
意
し
て
待
つ
　
寿
町
　
　
　
堀
井
　
太
造

∧
選
評
∨
新
年
の
あ
い
さ
つ
に
曾
孫
も
来
て
く
れ
る

お
幸
せ
な
作
者
は
、
お
気
持
ち
を
「
嬉
し
く
て
」
と

あ
り
の
ま
ま
に
表
現
さ
れ
共
感
で
き
る
良
い
お
歌
と

思
っ
た
。
読
み
手
も
お
年
玉
を
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ

た
過
去
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
た
。

庭
に
咲
く
水
仙
つ
め
ば
遠
き
日
の
香
り
の
中
に
母
 偲
 

し
の

ば
る
る
　
　
　
　
　
　
　
宮
甲
田
町
　
河
中
　
幸
子

束
の
間
の
夏
き
た
如
き
 極
  月
 に
日
傘
で
妻
と

ご
く
 
げ
つ

 漫
 ろ
歩

そ
ぞ

け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
織
南
　
　
山
中
　
哲
夫

散
歩
道
わ
た
し
に
出
会
う
　
背
を
丸
め
ゆ
っ
く
り
あ

!!

ゆ
む
白
髪
の
 姥
 　
　
　
　
藤
沢
台
　
太
田
　
富
美
子

う
ば

街
角
に
第
九
流
れ
て
一
抹
の
望
み
託
し
て
宝
く
じ
買

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
風
台
　
　
　
正
木
　
浩

半
世
紀
振
り
に
恩
師
と
め
ぐ
り
 逢
 い
昔
昔
が
ふ
つ
ふ

あ

つ
と
沸
く
　
　
　
　
　
　
彼
方
　
　
西
尾
　
た
み
子

セ
ル
フ
レ
ジ
要
領
覚
え
諭
吉
さ
ん
入
れ
て
お
つ
り
を

買
物
終
え
る
　
　
　
　
　
横
山
　
　
幸
左
　
智
恵
子

面
影
を
描
き
つ
つ
読
む
年
賀
状
こ
こ
ろ
の
な
ご
む
年

の
始
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
俳
句
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
都
合
に
よ
り
し
ば
ら
く
の

間
、
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
３
月
号
で
の
掲
載

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、兄弟・姉妹と一

緒に写っている写真でも可）は、写真に、メッセージ（20字

程度）を添え、住所、保護者とお子さんの名前（ふりがな）、
撮影時の年齢（月齢）、電話番号を記入し、封書で上記の宛先
まで応募してください。

　また、市ウェブサイトからもご応募いただけ

ます（右図のＱＲコードから応募ページにアクセスできます）。

　なお、今応募された場合、掲載は約４カ月後なります。



　
高
齢
に
な
っ
て
唾
液
の
量
が
減
る

と
、
細
菌
が
増
加
し
や
す
く
な
り
、

歯
周
病
、
口
内
炎
、
口
臭
悪
化
や
誤

 嚥
 性
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
き
っ
か
け

え
んに

も
な
り
ま
す
。

　
歯
磨
き
、
舌
の
掃
除
、
う
が
い
な

ど
で
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
に

加
え
、
口
の
体
操
も
効
果
的
で
す
。

○
簡
単
な
運
動
で
体
力
づ
く
り

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
筋
肉
、
骨
、
関
節
な
ど
の
機
能
が

低
下
し
、
日
常
生
活
で
立
っ
た
り
歩

い
た
り
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
状

態
）
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ロ
コ
モ
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

片
脚
立
ち
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
つ
ま
先

立
ち
な
ど
が
効
果
的
で
す
。

○
地
域
み
ん
な
で
介
護
予
防

　
体
と
心
が
元
気
に
な
り
、
社
会
・

地
域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
生

活
機
能
が
向
上
し
、
自
己
実
現
と
生

き
が
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み

を
地
域
み
ん
な
で
継
続
す
る
た
め
に

「
笑
顔
は
つ
ら
つ
教
室
」
な
ど
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
４
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
高
齢
介
護
課（
内
線
１
８
９
）

１５

人
が
き
ら
め
く
 ま
ち
が
き
ら
め
く

 Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 
（
き
ら
め
き
創
造
館
）

ト

ピ

ッ

ク

の
「
富
田
林
き
ら
め
き
大
学
」

　
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
（
き
ら
め
き
創
造
館
）

は
、
本
市
の
生
涯
学
習
の
新
た
な
拠

点
と
し
て
、
平
成
　
年
９
月
に
誕
生

２９

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
８
月
よ

り
、
若
い
世
代
を
は
じ
め
市
民
の
皆

さ
ん
に
新
し
い
発
見
を
し
て
も
ら
う

学
び
の
場
と
し
て
「
富
田
林
き
ら
め

き
大
学
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
同
大
学
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
や
「
情
報
通
信

技
術
」
な
ど
、
時
代
が
求
め
る
生
涯

学
習
の
新
し
い
テ
ー
マ
に
対
応
し

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
講
座

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
英
語
で
話
そ
う
                   

～
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
～

　
同
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

テ
ー
マ
に
、
気
軽
に
英
語
に
親
し
む

こ
と
の
で
き
る
南
河
内
で
初
め
て
の

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
海

外
に
行
か
な
く

て
も
外
国
語
を

話
す
人
と
出
会

う
機
会
は
増
え

て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る

に
は
、
英
語
は

欠
か

せ

ま
せ

ん
。

　
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
は
、
外

国
人
や
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
講
師
と
お

し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

英
語
に
慣
れ
、
世
界
を
学
ぶ
き
っ
か

け
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　「
英
語
が
苦
手
だ
け
ど
克
服
し
た

い
」「
な
か
な
か
英

語
を
話
す
機
会
が

な
い
」「
し
ゃ
べ
り

た
い
け
ど
何
を
し

た
ら
い
い
か
分
か

ら
な
い
」
な
ど
と

悩
ん
で
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
同
大
学
の
講
座
で
２
月

中
に
申
し
込
み
が
必
要
な
も
の
は
　２９

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
課
〔

　
８
０
５
６
〕

（２６）

　
次
回
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ

フ
ェ
は
、
次
の
日
時
で
開
催
し

ま
す
。

と
き
　
３
月
３
日

、
午
前
９

時
　
分
～
　
時
　
分
、
午
前
　

３０

１０

１５

１０

時
　
分
～
　
時
　
分
　

３０

１１

１５

定
員
　
各
　
人
１０

参
加
費
　
５
０
０
円
（
高
校
生

以
下
１
０
０
円
）

申
し
込
み
　
２
月
　
日

ま
で

２４

に
、
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
へ
来
館
ま
た

は
、
講
座
名
、
希
望
時
間
、
参

加
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
を
入

力
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
杉
本
さ
ん

〔
Ｅ
メ
ー
ルsu

g
im
o
to
@
rir

  
 
  
 
  
 
   i  

k
u
.j

 
 
  

p

 
〕
へ
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
抽
選
）

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
！

　
本
市
で
は
、
人
口
の
約
３
割
が
高

齢
者
（
　
歳
以
上
）
で
、
こ
の
う
ち

６５

約
２
割
の
人
が
「
要
介
護
認
定
」
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
原
因
で
最

も
多
い
の
は
認
知
症
で
す
。
脳
血
管

疾
患
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
、
骨
折
・

転
倒
や
関
節
疾
患
を
き
っ
か
け
に
寝

た
き
り
の
状
態
に
な
る
人
も
多
く
、

い
つ
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
要
介
護
状

態
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
今
は
ま
だ
不
自
由
な
く
動
け
る
か

ら
大
丈
夫
、
と
過
信
す
る
の
で
は
な

く
、
元
気
な
と
き
こ
そ
介
護
予
防
に

取
り
組
む
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
食
生
活
の
改
善
や
 口
  腔
 ケ
ア
、
体

こ
う
 
く
う

力
づ
く
り
な
ど
、
日
常
生
活
に
す
ぐ

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

○
上
手
に
食
べ
て
低
栄
養
予
防

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
タ
ン
パ
ク
質
が
足

り
な
い
状
態
を
「
低
栄
養
」
と
い
い
、

体
重
減
少
、
食
欲
減
退
、
体
調
の
変

化
な
ど
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
主
食
・
主
菜
・
副

菜
の
そ
ろ
っ
た
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
「
一
汁

三
菜
」
の
食
事
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
口
腔
ケ
ア
で
全
身
を
健
康
に

　
口
の
機
能
が
低
下
す
る
と
低
栄
養

や
閉
じ
こ
も
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

生　涯　学　習　の　窓 81



写写写写写写写写写写写写写写写真真真真真真真真真真真真真真真とととととととととととととととととととととととととととととともももももももももももももももににににににににににににににに見見見見見見見見見見見見見見見るるるるるるるるるるるるるるる１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月～～～～～～～～～～～～～～～１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののででででででででででででででできききききききききききききききごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととと

まままままままままま
ちちちちちちちちちち
かかかかかかかかかか

ま
ち
か
どどどどどどどどどどど

トトトトトトトトトト
ピピピピピピピピピピ
ッッッッッッッッッッ
クククククククククク

　
　
ト
ピ
ッ
ク
ススススススススススス

１６

■■希望にあふれた、新成人の門希望にあふれた、新成人の門出出

　12月16日、第68回市民マラソン大会が開催さ

れました。今回から新たに10㌔一般女子の部が

新設され、より参加者層が広くなった本大会で

は、市内外から456人の選手が参加しました。 

　青空の下、選手たちはそれぞれのスタイルで

ゴールをめざして走り抜き、２つの部門では大

会新記録が樹立されました。

　各部門の上位者とそのタイムは、26ページに

掲載しています。

■■息を弾ませ限界に挑息を弾ませ限界に挑むむ

　１月14日、すばるホールで、成人式が開催されました。本市では、1359人の若者が、晴れて成人

の日を迎えました。式典では、多田市長が「思わぬ困難に直面しても、決して自分を見失わず、積

極果敢に挑戦し続けてください」と新成人を激励。また、新成人の代表が誓いの言葉を述べるなど、

式典は厳粛な雰囲気で終わりました。その後に開催された「きらめき同窓会（交流会）」では、久し

ぶりに顔を合わせる同窓生との再会に喜び合い、近況報告や思い出話に花を咲かせていました。

※当日撮影した写真を差し上げます。希望される人は２月28日までに Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）へお越しください。
ト ピ ッ ク



■新病院の本体工事に着工

　１月11日、済生会富田林病院で、病院建て替

えに伴う新病院建設工事の起工式が執り行われ

ました。

　当日は、関係者が列席し、工事の無事と安全

が祈願されました。

　新病院の完成は２年後の秋を予定しており、

完成後は、これまで以上に利用しやすく快適な

医療空間として、地域医療への貢献が期待され

ます。

■お鍋の匂いと湯気に誘われて

　１月12日、じないまち四季物語2019「冬」～新

春・初鍋めぐり～が開催されました。

　けんちん汁や伊勢エビ汁、ぜんざいなど20種類

以上の鍋料理が販売され、お年玉袋を片手に鍋料

理の食べ歩きを楽しむ子どもたちや英気を養おう

と今年の 干  支 「
え と

 亥 」の入ったぼたん鍋を頬張る人
イノシシ

など、富田林寺内町周辺は、お鍋のおいしそうな

匂いと湯気に誘われた多くの来場者でにぎわって

いました。

■赤十字救援車を寄贈いただきました

　１月13日、石川河川敷川西グラウンドで、新

春恒例の消防出初式が開催されました。

　当日は、消防団や婦人防火クラブ、地域の自

主防災会の皆さんの規律正しい入場行進で式が

始まりました。

　市内消防分団の消防車両や市消防本部のはし

ご車も参加し、フィナーレとなる一斉放水では、

何重もの水のアーチができ、会場からは歓声が

上がっていました。

　12月26日、日本赤十字社の富田林市地区より、

赤十字救援車が寄贈されました。当日の寄贈式で

は、日赤を代表して、赤十字奉仕団の花岡　義弘

さんより多田市長に車両の目録が贈られました。

　赤十字救援車は、リフトアップシートの福祉車

両となっており、従来の赤十字災害救護活動だけ

ではなく、災害時に自力での避難が困難な高齢者

などの避難支援に使用するなど、災害時の後方支

援での活用も期待されます。

■防災・防火意識を高めて

１７



１８

保健医療
がん検診（乳がん・子宮 頸 がん）

けい

無料クーポン券の使い忘れは

ありませんか

　本市では、特定の年齢に達した人に、

がん検診（乳がん・子宮 頸 がん）無料
けい

クーポン券を送付しています。

　まだ受診していない人は、同クーポ

ン券に記載の医療機関で早めに受診し

てください。

有効期限（実施期間）　３月３１日まで

対象者　乳がん検診＝昭和５２年４月２

日～５３年４月１日生まれの女性（４０歳）、

子宮頸がん検診＝平成９年４月２日～

１０年４月１日生まれの女性（２０歳）

※同クーポン券の送付対象者以外の人

でも無料でがん検診を受けられます。

※詳しくは、右表「乳がん検診を受け

ましょう」「子宮頸がん検診を受けま

しょう」をご覧ください。

20・30歳代の健診

　職場などで健診を受ける機会のない

人を対象に、健康診査と骨密度検査を

セットにした健診を実施しています。

　ただし、骨密度検査は受診日に満２０・

２５・３０・３５歳の女性が対象です。

とき　３月３０日まで

内容　問診、身体計測、血圧測定、血

液検査、尿検査、診察、骨密度検査

対象者　本市に住民登録をしている人

で、受診日に満２０・２５・３０・３５～３９歳

の人

申し込み　３月８日までに、保健セ

ンターへ（電話申し込み可）

※申込者に実施医療機関一覧表と受診

票を送付しますので、受診票を持って

有効期限内に受診してください。

明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。実施医療機関（※）は、平成３０年４
月号広報に折り込みの「平成３０年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

歯科健康診査（成人・妊婦）

とき　３月３１日まで

ところ　実施医療機関（※）

内容　問診、歯科健康診査、歯科保健

指導

対象者　①成人歯科健康診査＝受診日

に満４０・５０・６０・７０歳の人、②妊婦歯

科健康診査＝受診日に妊娠中の人

持ち物　①健康保険証、②妊婦歯科健

康診査受診券、母子健康手帳、本市に

住民登録をしていることが証明できる

もの（健康保険証など）

※受診できる医療機関など詳しくは、

保健センターへお問い合わせいただく

か、平成３０年４月号広報に折り込みの

「平成３０年度保健事業案内」をご覧く

ださい。

子
育
て

く
ら
し

ゆ
と
り

保
健
医
療

相
談



１９

親と子が楽しむ絵本の会　　

～見つけよう！お気に入りの絵本～

とき　２月２８日、午前１０時３０分～１１

時３０分

ところ　児童館

内容　絵本の読み聞かせ、手遊び、体

遊び

対象者　１・２歳児と保護者

定員　１５組　

参加費　無料

申し込み　２月４日～１３日に、児

童館へ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合は抽選し、結果

は郵送でお知らせします。定員に満た

なかった場合は、引き続き受け付けま

す。

 

育児教室「ぴよぴよクラス」

とき　３月６日、午後０時５０分～３

時１５分

ところ　保健センター

内容　離乳食のすすめ

方、試食、育児の話、

ふれあい遊び、個別相談など

対象者　４カ月児健診受診後～８カ月

未満の乳児と保護者

定員　２５組

参加費　無料

申し込み　２月６日～、保健センター

〔(２８)５５２０〕へ（申し込み先着順）

講座･催し

く
ら
し

ゆ
と
り

子
育
て

相
談

保
健
医
療



子育て講座

①ふれあい遊び、リズム運動

とき　２月１３日、午前９時３０分～１１時

ところ　金剛保育園　

定員　２０組

②コーナー遊び

とき　２月１３日、午前１０時～１１時

ところ　ふれんど保育園　

定員　１０組

③０歳児コース（ひな飾り製作）

とき　２月１５日、午前９時４５分～１１時

ところ　みどり保育園

対象者　平成２９年４月２日以降生まれ

の乳幼児　定員　１０組

④折り紙遊び

とき　２月１９日、午前１０時～１１時

ところ　常徳保育園　

定員　１０組

⑤１歳児コース（サーキット遊び）

とき　２月２２日、午前９時４５分～１１時

ところ　みどり保育園

対象者　平成２８年４月２日～２９年４月

１日生まれの幼児　定員　５組

⑥人形劇

とき　３月６日、午前１０時～１１時

ところ　ふれんど保育園　

定員　１０組

申し込み　①③⑤は当日直接会場へ、

②は２月６日～、④は１２日～、⑥

は２７日～、各園へ　

※いずれも申し込み先着順、各園の電

話番号は右表に記載。

こども（親子）フラダンス教室

とき　２月２３日～３月３０日の毎週土曜

日、午後１時～２時３０分（全６回）

ところ　けあぱる

対象者　小・中学生とその保護者（子

どもだけの参加も可）　

定員　１０人

参加費　３０００円（親子で参加する場合

は１組５０００円）

申し込み　２月６日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（定員５人、申

し込み先着順、電話申し込み可）

※２月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp〕か

らも申し込みできます（定員５人、申

し込み先着順）。

２０

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。

やってみよう！図書館の仕事

とき　３月２７日、午前９時３０分～午

後０時３０分

ところ　中央・金剛図書館

対象者　小学５・６

年生

定員　各館６人

参加費　無料

持ち物　筆記用具

申し込み　２月６日～３月１３日

に、各館へ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合は抽選し、当選

者には３月２０日までに、はがきでお

知らせします。

子ども読書活動推進講演会    

「子どもの発達～支援の必要

な子どもたちを中心に～」

とき　３月７日、午前１０時～１１時３０

分

ところ　金剛公民館

内容　少し発達が気になる子どもにつ

いてのお話

定員　３０人

※託児あり（２歳以上、定員８人、３

月１日までに要予約）。

受講料　無料

講師　田端　史子さん（臨床心理士）

申し込み　２月６日～、金剛図書館

へ（申し込み先着順、電話申し込み可）
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児童手当の支払月です

振込日　２月５日（平成３０年１０月～

３１年１月分）

児童１人当たりの支給月額

　ただし、平成３０年度児童手当特例給

付現況届が未提出のため、支払いが差

し止めになっている人は振り込みでき

ません。

　なお、住所、受給者、児童数、昨年

度の所得金額などに変更があった場合

や、公務員となり職場より支給される

ようになった場合は、必ず届け出てく

ださい。

問い合わせ　こども未来室（内線２０４）

 

市奨学金の申請を

　経済的な理由で、高等学校や高等専

門学校、中等教育学校後期課程、高校

卒業資格の取れる専修学校、支援学校

高等部などへの修学が困難な人に、奨

学金を給付します。

対象者　高校生の保護者で市内に住所

を有する人（生活保護世帯は除く）

児童福祉

教　育

給付額　年額４万円、入学支度金（新

１年生のみ）は１万円加算

給付時期　７月ごろに一括給付予定

募集人員　約１００人

申し込み　教育指導室、金剛連絡所、

または市立中学校で２月１日より配

布する申請書に必要事項を記入し、３

月１１日～４月１０日（土・日曜日、

祝日を除く午前９時～午後５時３０分）

に、教育指導室（内線３６４）へ（郵送不

可）

※現在給付を受けている人も、改めて

申請が必要です。

制服などのリユースに           

ご協力を

　卒業したり、小さくなったりして不

用になった市立幼稚園、市立小・中学

校の制服や制帽、体操服、上靴、ウイ

ンドブレーカー、制カバンなどがご家

庭にありましたら、ぜひ学校園にご連

絡ください。

　成長期の子どもたちを育てる家庭の

負担を少しでも軽くするとともに、限

りある資源を有効に活用するため、制

服などのリユースにご協力をお願いし

ます。

※リユース品としてご協力いただいた

制服などの提供の時期や方法（レンタ

ル、バザーなど）については、各学校

園に直接お問い合わせください。

問い合わせ　教育指導室（内線３６９）

 

富貴の里保育園内　　　　　

子育て支援センターの催し

●ヤングママ＆プレママ集まれ！

とき　２月８日、午前１０時～１１時３０分

内容　参加者同士の交流会など

対象者　２４歳までの妊娠中の人または

育児中の母親とその子ども　

定員　１０組

申し込み　２月６日～、同支援セン

ター〔(２８)７３６４〕へ（申し込み先着

順）

梅の里保育園内                     

子育て支援センターの催し

●エンジョイイベント「人形劇」

とき　３月６日、午前１０時～１１時

対象者　就学前の子ども

定員　２０人

申し込み　２月６日～３月５日

に、同支援センター〔(２３)４５５５〕へ

（申し込み先着順）

こどもプログラミング講座

　 Ｓｃｒａｔｃｈ （プログラミングツール）
ス ク ラ ッ チ

で、アニメーションやゲーム制作を通

じてプログラミングを学びませんか。

とき　３月１３日、２７日、午後５時

～６時３０分（全２回）

ところ　すばるホール

対象者　小学生（中学生は要相談）　

定員　１０人（最少催行人数６人）

受講料　４４００円

申し込み　３月５日～、ＮＰＯ法人

きんきうぇぶ〔(２９)００１９〕へ（申し

込み先着順）

講座･催し

２１

※広告の問い合わせは、合同会社ＩＭ総合企画〔０７２(２７５)５４４９・０７２(２７５)５４５９〕へ。
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不動産に関する無料相談

　「大阪府宅地建物取引業協会南大阪

支部」と「（公社）全日本不動産協会大

阪府本部大阪南支部」が連携し、不動

産に関する無料相談を実施します。

とき　３月７日、午後１時～４時

ところ　市役所１階市民相談室

内容　住宅の購入や賃貸マンションの

契約など不動産を安全に取引するため

の事前相談　定員　６人

申し込み　２月６日～３月６日

（土・日曜日、祝日を除く午前９時～

午後４時）に、「大阪府宅地建物取引業

協会南大阪支部」〔０７２(９５８)３００５〕へ

（申し込み先着順）

行政書士無料相談

とき　２月２３日、３月２３日、午後

１時３０分～４時３０分

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　相続、遺言、成年後見制度、離婚、

不動産、各種許認可などに関する相談

申し込み　濵田さん（行政書士会南大

阪支部）〔(５０)１１１０〕へ（日曜日を除

く午前１０時～午後６時）

特設無料法律相談

とき　３月２日、午後１時～４時

ところ　市役所１階市民相談室

内容　相続、離婚、不動産問題、労働

問題など法律問題のトラブル

対象者　市内在住で、

過去１年間下表の法律

相談を受けていない人

定員　６人

申し込み　２月６日～、情報公開課

（内線１８２）へ（申し込み先着順）

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２２こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）
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おれんじパートナー交流会

　認知症についての情報交換をした

り、不安や悩みを出し合い交流したり

しませんか。

とき　２月２７日、午後１時３０分～３

時

ところ　すばるホール３階会議室２Ａ

対象者　認知症の人やその家族、認知

症に関心のある人、認知症サポーター

など

定員　２０人（当日、直接会場へ）

※認知症の人が参加される場合は、事

前にご連絡ください。

参加費　１００円（お茶・お菓子代）

問い合わせ　井尻さん（おれんじパー

トナー事務局）〔０９０(３９９６)００７１〕

ワンポイント！介護講習会      
薬の上手な飲み方～応用編～

とき　２月２２日、午後２時～３時３０

分（午後１時３０分～受け付け）

ところ　中央公民館喜志分館

内容　認知症の人の服薬管理や、服薬

介助の際の注意点を学ぶ

定員　３０人

参加費　無料

申し込み　２月２０日までに、高齢介

護課（内線１９６）へ（申し込み多数の場

合抽選）

認知症サポーター養成講座

　認知症の人やその家族を温かく見守

る応援者を養成する講座を開催しま

す。

とき　２月２８日、午後１時３０分～３

時

ところ　市役所地下９０４会議室

内容　認知症の基礎知識、認知症の人

の心の理解と対応について

対象者　市内在住・在勤で認知症サ

ポーターになることを希望する人

定員　５０人

受講料　無料

申し込み　２月６日～２１日に、高

齢介護課（内線１８３）へ（申し込み先着

順）

講座・催し
認知症予防教室

とき　３月８日～２９日の毎週金曜日、

午前９時４５分～１１時４５分（全４回）

ところ　けあぱる

内容　認知症に関する講義、認知症予

防に役立つ運動や食事、音楽など

対象者　市内在住で６５歳以上の人

定員　２０人

参加費　無料

申し込み　２月２６日までに、ウエル

ネスけあぱるへ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

ほんわかカフェ in かがりの郷

　お茶を飲みながら、認知症について

のお話や音楽で、さまざまな人と交流

を楽しむ同カフェを開催します。

とき　２月１４日、午後１時３０分～３

時

ところ　かがりの郷２階交流サロン

定員　７０人（当日、直接会場へ）

参加費　１００円

問い合わせ　かがりの郷

 

自衛官候補生などの募集

●自衛官候補生

※所要の教育を経て、３カ月後に２等

陸・海・空士に任用。

応募資格　日本国籍を有する１８歳以上

３３歳未満の人

受付期間　随時受け付け

●予備自衛官補

※必要な訓練を受け、終了後に予備自

衛官となる制度。

応募資格　一般＝日本国籍を有する１８

歳以上３４歳未満の人、技能＝日本国籍

を有する１８歳以上で国家免許資格など

を有する人

受付期間　４月１２日まで

試験日　４月２０日～２４日のうち１

日

※詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　自衛隊富田林地域事務所

〔(２４)３７９９〕

募　集

けあぱる非常勤登録　　　　
ホームヘルパー募集

勤務形態　直接自宅から対象者宅を訪

問しケアする直行直帰制　

※勤務時間など詳しくは、お問い合わ

せください。

対象者　介護職員初任者研修以上修了

者（同等以上可）、もしくはガイドヘル

パー資格取得者

申し込み　月～土曜日（祝日、年末年

始を除く午前９時～午後５時）に、け

あぱる〔(２８)８６３３〕へ

 

大阪障害者職業能力開発校の
入校生募集

　同校は、障がい者のための訓練施設

です。同校では、平成３１年４月入校生

を募集しています。

募集科目　ＣＡＤ技術科、Ｗｅｂデザ

イン科、ＯＡビジネス科、オフィス実

践科、ワークサービス科

願書受付　３月４日まで

※ワークサービス科は２月２２日まで

受け付け。

※願書は、ハローワークなどで配布し

ています。申し込み方法など詳しく

は、お問い合わせください。

問い合わせ　同校〔０７２(２９６)８３１１〕

 

年金相談

　日本年金機構による同相談を実施し

ます。

とき　２月８日、午前１０時～正午、

午後１時～４時

ところ　市役所地下９０４会議室

持ち物　年金手帳、年金証書、ねんき

ん定期便など

申し込み　２月７日までに、保険年

金課（内線１７０）へ

教　育

相　談
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確定申告には「社会保険料控
除証明書」などが必要です

　国民年金保険料は、納付した全額が

所得税などの社会保険料控除の対象と

なります。国民年金保険料を社会保険

料控除として申告するには、１年間に

納付した保険料額を証明する書類など

の提出が義務付けられています。

　このため、平成３０年１月１日～１０月

１日に納付した保険料の額を証明する

社会保険料（国民年金保険料）控除証

明書が、日本年金機構本部より３０年１１

月上旬に送付されています。

　確定申告には、この証明書と１０月２

日～１２月３１日に納めたことを確認でき

る「領収書」などの添付が必要です。ま

た、年の途中から国民年金に加入した

場合などで、１０月２日以降に初めて保

険料を納めた人には、２月上旬に証明

書が送付されます。なお、本人の保険

料だけでなく、配偶者や家族の保険料

を納付した場合も、その納付額全額が

納付した人の控除対象となります。確

定申告の際に、本人の保険料額と合算

して申告することができます（その場

合、配偶者、家族分の証明書も一緒に

添付する必要があります）。

問い合わせ　ねんきん加入者ダイヤル

（ナビダイヤル）〔０５７０(００３)００４〕、Ｉ

Ｐ電話からは〔０３(６６３０)２５２５〕　

※３月１５日までの月～金曜日（２月

１１日は除く）、午前８時３０分～午後７

時、３月９日は午前９時～午後５時、

または天王寺年金事務所〔０６(６７７２)

７５３１〕。

国民年金
国民年金保険料の「２年前納
（口座振替）」のご利用を

　国民年金保険料の平成３１年４月の口

座振替分で、割引額の大きい「２年前

納」がご利用いただけます。

　また、社会保険料控除については、

２年前納分の全額を納めた年に控除す

る方法か、各年に控除する方法のいず

れかを選択していただけます。

※２９年４月より、クレジットカード納

付についても新たに２年前納が可能に

なりました。なお、申込期限は２月末

までです。詳しくは、お問い合わせく

ださい。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

 

水道の漏水にご注意ください

　水道水の使用量が増える原因には、

使用状況の変化や漏水、季節的な要因

などの理由が考え

られます。

　特に漏水は、初

めのうちはわずか

でも、その量は日

ごとに多くなって

いきます。

　これが続くと、貴重な水が無駄にな

り料金も高額になります。

　水道メーターを確認し、水道を使用

していないのにパイロットが回転して

いるときは、漏水の疑いがありますの

で市管工事業協同組合〔０１２０(０３２)

４９７〕へご相談ください。

上下水道

水道管の凍結にご注意ください

　気温が氷点下になると、水が凍り水

道管が破裂することがあります。次の

ような場合は特に注意してください。

・水道管がむき出しになっている

・水道管が家の北側にある

・水道管に風が強く当たる

・低温注意報が発表されたとき

■凍結を防止するには

　水道管や蛇口などを保温材・毛布な

どで包み、その上からビニールを巻き

保護しましょう。

■水道管が凍ったときには

　タオルなどを巻きつけ、その上から

ゆっくりぬるま湯をかけて溶かしま

す。熱湯を直接かけないでください。

■水道管が破裂したときには

　止水栓を閉め、水を止めて修繕を申

し込んでください。また、止水栓の位

置はあらかじめ確認しておきましょう。

※水道の修繕は、市管工事業協同組合

〔０１２０(０３２)４９７〕へ（月～金曜日の

午前９時～午後５時３０分）。その他の

時間帯および土・日曜日、祝日、年末

年始は市役所宿直室〔(２５)１０００〕へ

ご連絡ください。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７）

  

献血にご協力を

とき・ところ　２月１０日、午前１０時

～午後４時＝エコール・ロゼ、１６日、

午前１０時～午後２時＝向陽台小学校

※詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会〔(２５)

８２６１〕

福　祉

※広告の問い合わせは、合同会社ＩＭ総合企画〔０７２(２７５)５４４９・０７２(２７５)５４５９〕へ。

広告枠
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市・府民税の申告期間は　　
２月18日～３月15日です

　平成３１年度市・府民税の申告会場と

受付期間などは、次のとおりです。

◆市役所地下902・903会議室

とき　２月１８日～３月１５日、午前

９時～午後５時３０分（土・日曜日は除

く）

※ただし、２月２４日、３月３日は

開設します。

※セキュリティーの都合上、会場は午

前８時３０分ごろに開場します。

◆金剛連絡所２階大ホール

とき　２月７日、８日、１２日、

１３日、１４日、午前１０時～午後４時

※受け付け開始直

後の７日、８日は

大変混雑すること

が予想されますの

でご注意くださ

い。

　なお、申告されていない場合、次の

ようなことがありますので、申告にご

協力ください。

○市・府民税証明書の交付ができない

ことがあります。

○控除される情報が得られないため、

扶養・配偶者控除などの適用範囲でも

控除が適用されないことがあります。

○社会保険料（国民健康保険料、後期

高齢者医療保険料など）の軽減措置の

適用を受けられないことがあります。

問い合わせ　課税課（内線１１１、１１２、

１１７）

税
税務署からのお知らせ

○富田林税務署の確定申告会場は「す

ばるホール」です

開設期間　２月１８日～３月１５日、

午前９時～午後４時（土・日曜日は除

く）　

※ただし、２月２４日、３月３日は

開設します。

ところ　すばるホール４階銀河の間

※会場は大変混雑しますので、ご自身

で申告書を作成してご提出ください。

○申告書は自宅から提出（送信）でき

ます

　国税庁ホームページの「確定申告書

等作成コーナー」では、画面の案内に

従って金額などを入力することで税額

などが自動計算され、計算誤りのない

申告書を作成することができます。

　給与所得者または公的年金所得者の

人向けの申告書作成画面を設定してい

ます。初めてでも操作がしやすい画面

ですので、是非ご利用ください。

　作成した申告書は、マイナンバー

カードとＩＣカードリーダライタを用

意すれば、ｅ－Ｔａｘを利用して提出

（送信）できます。また、事前に税務署

で「ＩＤ・パスワード」を発行していた

だければ、マイナンバーカードとＩＣ

カードリーダライタをお持ちでない人

でも、自宅のパソコンやスマートフォ

ンから申告書を作成し、提

出（送信）できます。

　ｅ－Ｔａｘ以外の方法で

申告書を提出される場合

は、税務署窓口へ直接お持ちいただく

か、郵送により提出してください。

※「ＩＤ・パスワード」の発行は随時、

全国の税務署で受け付けていますの

で、必ず運転免許証などの本人確認書

類をお持ちの上、税務署までお越しく

ださい。

○医療費控除を受けるには「医療費控

除の明細書」の添付が必要です

　医療費控除を受ける場合、領収書の

提出の代わりに「医療費控除の明細書」

の添付が必要となりました。

○年金所得者の所得税の確定申告手続

きが簡素化されています

　公的年金等の収入が４００万円以下で

あり、かつ公的年金等以外の所得金額

が２０万円以下である場合は、確定申告

書の提出は不要です。

　ただし、この場合であっても所得税

の還付を受けるために還付申告書を提

出することはできます。

※所得税の確定申告が不要な場合で

も、市・府民税の申告が必要となる場

合があります（同ページ「市・府民税

の申告期間は2月１８日～３月１５日で

す」参照）。　

問い合わせ　富田林税務署〔(２４)３２８１〕

固定資産税（償却資産）の申告を

　固定資産税は土地や家屋に課税され

ますが、それ以外で事業や営業のため

に所有している償却資産（構築物、機

械や装置、車両や運搬具、工具、器具、

備品など）も課税対象になります。

　１月１日現在、市内に償却資産を所

有している法人や個人事業主は申告し

てください（休・廃業されている場合

も申告が必要です）。

　なお、所有者には昨年１２月中に申告

書類を郵送していますが、届いていな

い場合や事業開始などにより本市に初

めて申告される場合はご連絡ください。

問い合わせ　課税課（内線１１４、１１５）

※広告の問い合わせは、合同会社ＩＭ総合企画〔０７２(２７５)５４４９・０７２(２７５)５４５９〕へ。

広告枠
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がんばった人に花まる！

●第68回市民マラソン大会結果

◇１０㌔

《高校・大学男子の部》　優勝　楠本　

拓真（３３分２秒）／第２位　田中　裕貴

（３３分１７秒）／第３位　津田　竜太朗

（３５分１７秒）

《一般男子の部》　優勝　伊藤　弘陽

（３４分２３秒）／第２位　谷　剛騎（３６分

１４秒）／第３位　八原　真徳（３７分１５秒）

《一般女子の部》　優勝　東尾　幸恵

（４５分５７秒）／第２位　皆川　美智子

（５１分２３秒）／第３位　京　裕子（５３

分４３秒）

《ふれあいの部》　優勝　米田　大志

（６７分１９秒）

◇５㌔

《中学男子の部》　優勝　林　祐正（１７

分１５秒）／第２位　田中　健吾（１７分

１５秒）／第３位　椿原　大洋（１７分２３秒）

《高校・大学女子の部》　優勝　山路　

菜緒（２０分２８秒）／第２位　奥野　千春

（２１分４７秒）／第３位　髙橋　瑞貴（２２

分２０秒）

《一般女子の部》　優勝　西尾　景子

（２２分３秒）／第２位　平野　小春（３０

分２３秒）

《壮年男子の部》　優勝　仲谷　裕之

（１６分２３秒）／第２位　榊原　雅樹（１８

温故知新「大楠公 小楠公 親子
の絆」討論会

とき　３月２日、午後１時３０分～４

時３０分（午後１時～受け付け）

ところ　すばるホール２階小ホール

内容　①講演「日本文化遺産・ＮＨＫ

大河ドラマ誘致の活動」、②講演「 楠 　
くすのき

 正  成 公、 正  行 公について」、③パネル
まさ しげ まさ つら

ディスカッション

定員　２５０人　参加費　無料

講師　①島田　智明さん（河内長野市

長）、②安本　寿久さん（産経新聞特別

記者編集委員）、扇谷　昭さん（四条畷

楠正行の会）、永島　龍弘さん（観心寺

長老）

申し込み　２月６日～、府宅地建物

取引業協会南大阪支部〔０７２(９５８)３００５〕

へ（申し込み先着順）

 

●お 箏 の会
こと

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ３人　Ｃ第

４火曜日、午前９時～正午　Ｄ東公民

館　Ｅ月額１０００円（別途教材費実費）

Ｆ・Ｇ玉井さん〔０９０(３８６８)１６４７〕

●クリオネ（マリオネット）

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ５人

Ｃ第１・３火曜日、午前１０時～正午　

Ｄ中央公民館　Ｅ無料　Ｆ・Ｇ越野さ

ん〔(２８)２２４８〕（午後６時以降）

●ふくさ会（茶道）

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ４人

Ｃ第２・４金曜日、午後１時～４時　

Ｄ中央公民館　Ｅ月額１５００円　Ｆ・Ｇ

北野　静子さん〔(３５)３８８７〕

●コッコくらぶ（鉄棒・跳び箱・マッ

ト運動など）

Ａ・Ｂ４歳児＝５人、５歳児＝１０人、

６歳児＝４人　Ｃ毎週木曜日、午後３

時１５分～５時１５分　Ｄ市民総合体育館

Ｅ入会金１０００円、月額２０００円（別途保

険代実費）　Ｆ・Ｇ竹本さん〔０９０

(５０６４)１８２７〕

※無料体験あり。

クラブ員募集 分０秒）／第３位　笹原　弘二（１９分２秒）

《壮年女子の部》　優勝　生田　知子

（２０分４０秒）／第２位　大塚　梓（２１

分４９秒）／第３位　西浦　絵里香（２２

分１７秒）

《ふれあいの部》　優勝　森若　翠仁

（２０分６秒）／第２位　山中　太陽（２１

分１４秒）／第３位　山口　樹（２２分１２秒）

◇３㌔

《小学男子の部》　優勝　水垂　海月

（１０分６秒）／第２位　鈴木　陽太（１０

分７秒）／第３位　濵口　昊空（１０分１３秒）

《小学女子の部》　優勝　朴木　杏莉

（１１分４４秒）／第２位　川西　あんず

（１２分６秒）／第３位　山口　芽愛（１２

分１２秒）

《中学女子の部》　優勝　佐土原　希美

（１０分２５秒）／第２位　森田　佑泉（１０分

４５秒）／第３位　谷村　沙綾（１０分５７秒）

《ふれあいの部》　優勝　北村　翔亜

（１０分１４秒）／第２位　篠原　隆一郎

（１０分５４秒）／第３位　沖原　健徳（１１

分２０秒）

●平成30年度中学生の「税について

の作文」受賞者

《市長賞》

経ヶ坂　美潤（明治池中学校）

《市教育委員会教育長賞》

中川　弥千瑠（金剛中学校）

《新刊案内》

■小説・その他

羅針盤は壊れても　　　　西村　賢太

がんに生きる　　　　　なかにし　礼

ＬＧＢＴと家族のコトバ　ＬＧＢＴＥＲ

おはなし会

中央図書館　２月１０日、２４日、午

前１０時３０分～１１時

金剛図書館　２月２日、１６日、３

月２日、午後２時～２時３０分

じゅうたんコーナーでの      
よみきかせ

中央図書館　２月３日、３月３日、

午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　２月９日、２３日、午

後２時～２時３０分

あかちゃんの    
おはなし会

中央図書館　２月８日、①午前１０時

１０分～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０

分

金剛図書館　２月１４日、③午前１０時

１０分～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０

分、２８日、⑤午前１０時１０分～１０時４０

分、⑥午前１１時～１１時３０分

※①③④は６カ月～１歳未満の乳児と

保護者、②⑤は１歳児と保護者、⑥は

２歳児と保護者対象（先着各１５組、ハ

ンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ
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東公民館講座

●ハーブティーを学んでみませんか？

～潤いのイエローブレンド～

　体を温めながらお

肌に潤いを与えるイ

エローブレンド。カ

モミールにスポット

ライトを当てて試飲し、その特徴を学

びます。

とき　３月６日、午前１０時３０分～１１

時３０分　

受講料　１５００円（教材費）

持ち物　筆記用具

●がまぐち作り講座～初級・がまぐち

財布～

　気軽に布合わせを楽しみながらハン

ドメイドのがまぐち財布を作りましょ

う。

とき　３月７日、午前１０時～正午

受講料　１６２０円（布セット代）

※持ち物など詳しくは、受講決定時に

お知らせします。

ところ　東公民館

対象者　市内在住・在勤の人　

定員　各１６人

※託児あり（乳幼児対象、定員各５人、

要予約）

申し込み　いずれも２月２１日まで

に、来館または、はがき（１人１枚）

に講座名、参加者の住所、氏名（ふり

がな）、年代、電話番号を記入し、５８４-

００４５山中田町一丁目５の５０　東公民館

へ（申し込み多数の場合抽選）

講演会「よりよい図書館のた
めに」

とき　２月２３日、午前１０時～正午

ところ　金剛図書館

定員　２０人

参加費　無料

講師　脇谷　邦子さん（元大阪府立図

書館司書）

申し込み　２月６日～、藤井さん（富

田林子ども文庫連絡会代表）〔(２８)

０６３９〕へ（申し込み先着順）

 カルチャー スマートフォン講習会

とき　２月２６日、３月５日、午後

２時～４時（全２回）

ところ　総合福祉会館

内容　スマートフォンのカメラ、地図、

 ＬＩＮＥ などの体験
ラ イ ン

対象者　市内在住で

６０歳以上の人、ひと

り親家庭の人、障が

い者手帳を有する人

定員　１０人

受講料　無料

※スマートフォンは無料で貸し出しま

す。

申し込み　２月６日～１２日に、総

合福祉会館へ（申し込み多数の場合抽

選、電話申し込み可）

けあぱる市民講座「タンパク質
を摂って、いつまでも健康に！」

　体を支える筋肉を維持向上させる重

要な栄養素である「タンパク質」に焦

点を当て、より効果的な健康づくりを

めざすための講座です。

とき　２月２３日、午後２時～３時

ところ　けあぱる

定員　４０人

受講料　２００円

申し込み　２月６日、午前１１時～、

けあぱるへ（定員２０人、申し込み先着

順、電話申し込み可）

※２月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員２０人、申

し込み先着順）。

ゴスペルで学ぶ人権                 
ゴスペルの歴史と背景を中心に

　かつて奴隷としてアメリカ大陸に連

行され、言語や宗教を全て略奪された

アフリカ人がゴスペルと出合い、やが

ては現在のゴスペルの基調となる音楽

が生まれました。

　今回は、ゴスペルの歴史と人種差別

に焦点を当て、人権問題を学びます。

※ミニコンサートも開催します。

とき　２月２３日、午前１０時～正午

ところ　人権文化センター

定員　６０人

参加費　無料

講師　 文  屋 　
ぶん や

 範  奈 さん（ゴスペルシン
はん な

ガー）

申し込み　２月６日～２０日に、人

権文化センターへ（申し込み先着順、

電話申し込み可）

けあぱる木工講座

とき　２月２８日、３月７日、午後

１時～３時（全２回）　

ところ　けあぱる

内容　スライド式トランプケース作り

定員　１０人（最少催行人数６人）

受講料　４０００円

※汚れてもよい服装で参加してください。

申し込み　２月７日、午前９時～、

けあぱるへ（定員５人、申し込み先着

順、電話申し込み不可）

※９日以降は電話でも受け付け。

※２月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員５人、申

し込み先着順）。

富田林市ヒューマンライツ    
セミナー

　親が育てることができない子どもを

匿名で受け入れる「こうのとりのゆり

かご（赤ちゃんポスト）」から、さまざ

まな事情で子どもを産み育てることに

不安を抱える女性の姿や家族の在り方

など、現代の日本社会が抱える課題を

考えます。

とき　２月１０日、午前１０時～午後５

時３０分

ところ　すばるホール２階小ホール

内容　田尻　由貴子さん（（一社）スタ

ディライフ熊本特別顧問）による講演

会「命のバトン『赤ちゃんポスト』が

問いかけるもの」（午後１時３０分～３

時）、映画「うまれる」の上映（①午前

１０時～１１時４４分、②午後３時３０分～５

時１４分）

※①は「ママさんタイム上映会」とし

て赤ちゃんと一緒に鑑賞できます（授

乳、おむつ替えスペースあり）。

定員　１５０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　人権政策課（内線４７２）



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

自然保全活動と自然に親しむ催し

①里山ホリデー「雑木林の管理作業な

ど」

とき　２月１０日、午前１０時～午後３時

持ち物　飲み物

②野鳥観察会

とき　２月１７日、午前９時～午後１時

コース　石川（高橋）から滝谷公園を

通り、彼方（奥の谷）で現地解散

持ち物　弁当、飲み物（持っている人

は双眼鏡、図鑑）

③里山ホリデー「シイタケの植菌など」

とき　３月１０日、午前１０時～午後３時

持ち物　飲み物

※開始時間に①③は瀧谷不動尊駐車場

前、②は近鉄長野線「滝谷不動駅」集

合、いずれも参加費３００円（小学生以下

無料、ただし保護者同伴、①③は昼食

代含む）。長袖、長ズボン、帽子、安全

な靴で参加してください。当日午前７

時の天気予報で降水確率が５０㌫を超え

た場合は中止。

問い合わせ　田渕　武夫さん（富田林

の自然を守る市民運動協議会会長）

〔０９０(８８８８)３９１２〕　

※活動内容など詳しくは、富田林の自

然を守る会ホームページ〔http://www.

geocities.jp/tondabayashinoshizen/〕を

ご覧ください。

なかよし作品展

　南河内地区小・中学校の支援学級、

富田林支援学校、藤井寺支援学校、西

浦支援学校の児童・生徒の１０００点を超

える作品を展示します。

とき　２月１３日～１５日、午前９時

～午後８時（１５日は午後３時まで）

ところ　すばるホール３階展示室

入場料　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　南河内地区小・中学校支

援教育研究会事務局（藤井寺市立藤井

寺中学校内）〔０７２(９３９)７１００〕

第15回草笛の家作品展

　障がい者支援施設「草笛の家」の利

用者が、「色と形～つなぐ未来」を

テーマに力を合わせて作った作品と、

地域の小学校の児童と合同で制作した

作品を展示します。

２８

とき　３月２日、午前１０時～午後３

時３０分　

ところ　すばるホール３階展示室　

入場料　無料（当日、直接会場へ）

※来場者には粗品をプレゼントします

（先着１００人）。

問い合わせ　同展実行委員〔(９０)

３５００〕

  

講演会「一人ひとりの個性が
あって、えぇねんで！」

とき　３月２３日、午後２時～３時３０

分

ところ　松原市文化会館（松原市田井

城一丁目３の１１）

定員　５４０人　参加費　無料

講師　はるな愛さん

申し込み　２月１２日～、往復はがき

に参加者の住所、氏名、電話番号、参

加人数（２人まで）を記入し、５５９-

８５５５大阪市住之江区南港北一丁目１４の

１６　府人権局へ（申し込み先着順）

※府ホームページ〔http://www.pref.

osaka.lg.jp/jinken/course/index.html〕か

らも申し込みできます。

問い合わせ　人権政策課（内線４７２）

文学や文芸を楽しく学ぼう

　シニア文化塾では、文学や文芸を楽

しく学んで視野を広げるとともに、健

康増進や仲間づくりを支援します。

●前期講座「文学・文芸コース」

とき　３月～７月の木曜日（月２～３

回で全１３回）、いずれも午後１時３０分～

３時３０分

ところ　すばるホール

内容　古典、現代小説、俳句、絵画、

能・狂言などについて学ぶ

定員　６０人　

受講料　１万３０００円

申し込み　２月１５日（消印有効）ま

でに、往復はがきに講座名、参加者の

住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、

５８４-００６２須賀三丁目１１の１５　常本さ

ん方「シニア文化塾」事務局〔０９０

(３９９０)３９０７〕へ（申し込み多数の場合

抽選）

 カルチャー

中央公民館講座

●園芸のススメ（夏野菜）

とき　２月２３日、午後２時～４時

内容　夏野菜の栽培入門講座（座学）

対象者　市内在住・在勤・在学の人　

定員　３０人

受講料　無料

●あま～い？！キッチン・リトグラフ

で版画に挑戦！

　リトグラフは版画技法の一つで、特

別な道具や材料がないとできません

が、キッチン・リトグラフは、どこの

家庭にもあるアルミホイルやチョコ

レートなどを使って手軽にできます。

　簡単にリトグラフ体験が可能とな

る、魔法のような技術で、楽しみなが

らオリジナルの版画作りに挑戦してみ

ませんか。

とき　３月２日、午後１時３０分～４

時３０分

対象者　５歳以上の人

※小学３年生以下は保護者同伴。

定員　１２人

受講料　５００円

持ち物　エプロン、筆記用具

※汚れてもよい服装で参加してください。

ところ　中央公民館

申し込み　いずれも２月１４日（必着）

までに、来館または、はがき（１人１

枚）に講座名、参加者の住所、氏名、

年齢、電話番号を記入し、５８４-００９３

本町１６の２８　中央公民館へ（申し込み

多数の場合抽選）

水彩画教室

　絵画が初めての人にも安心な、基礎

から学べる同教室が２月２０日より始

まります。

とき　毎月第１・３水曜日、正午～午

後４時

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

対象者　要介護・要支援認定を受けて

いない６５歳以上の人

定員　各１０人

参加費　１回１０００円

申し込み　２月６日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９〕へ（申し込み先

着順）
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サバーファームだより

　大好評の「イチゴ狩り」を今年も実

施しています。甘くておいしい真っ赤

なイチゴをぜひ味わってください（午

前９時３０分～、当日分の整理券を販売、

数量限定）。

※生育状況により実施できない日があ

りますので、前日にお問い合わせくだ

さい。

●イチゴ大福作り

とき　２月３日、１０日、１１日、

１７日、２４日、３月２日、３日、

午前１０時３０分～正午、午後０時３０分～

２時、午後２時２０分～３時３０分

定員　各２０人　参加費　７００円

●春ジャガイモ植え付け体験

とき　２月１６日、１７日、午前１０時

３０分～正午

定員　各３０人　参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～受け

付け（申し込み先着順）。

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストラン「サバ―キッチン」のみご利

用の場合は、入園料なしでご利用いた

だけます）。

●サバーフェスタ

　にこにこ市場前で、さまざまなお店

が露天販売で参加するイベントを実施

します。

とき　２月２４日、午前９時３０分～午

後２時ごろ

問い合わせ　サバーファーム

日常ビッグバン展

　障がいのある人たちが、日中活動（絵

画療法）において創作したアート作品

を展示します。

　日常の中で、さまざまなスタイルで

アートに取り組み、自らの中の宇宙感

を表現しています。

　作品を通じて日常の中から生まれる

ビッグバンを感じてみませんか。

とき　２月１５日～２０日、午前１０時

～午後７時（２０日は正午まで）

ところ　きらめきファクトリー

入場料　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　（社福）富翔会〔(２０)

５２８８〕

第14回市民活動わくわく広場
in とんだばやし（ひろとん）

　市民公益活動に親しんでもらうた

め、「ＳＤＧｓで

未来へつながる

市 民 活 動」を

テーマに、市民

公益活動団体に

よるパネル展示

やステージ発表などを実施します。

とき　２月１７日、午前１１時～午後５

時

ところ　エコール・ロゼ１階アトリウ

ム広場など

参加費　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　市民公益活動支援センター

内第１４回ひろとん実行委員会〔(２６)

７８８７〕

第69回市民文化祭参加団体
募集

●ミュージックフェスティバル

とき　５月２６日

対象者　市内在住・在勤・在学の人が

３人以上含まれる洋楽の団体（合唱は

除く）

定員　１０団体

●コーラス・フェスティバル

とき　９月８日

対象者　市内在住・在勤の人が５人以

上含まれる団体

定員　２２団体

● 三  絃 ・
さん げん

 筝 ・尺八演奏会
こと

とき　１０月６日

対象者　市内在住・在勤の人が５人以

上含まれる団体

定員　１３団体

※いずれも、すばるホールで実施。

申し込み　いずれも、すばるホールに

備え付けの申込書に必要事項を記入

し、２月５日～２８日（休館日を除

く午前９時～午後５時）に、すばるホー

ル（５８４-００８４桜ケ丘町２の８）〔(２５)

０５５０〕へ（申し込み多数の場合抽選、

郵送・ファクス申し込み可）　

※申込書は、ホームページ〔http://

subaruhall.org/〕からダウンロードもで

きます。

  

富田林きらめき大学

①中国語でクッキング

　中国人の講師と一緒に中国の料理を

作りながら、簡単な中国語や中国の文

化などについて学びます。

とき　３月２日、午後１時～３時

定員　１５人

参加費　５００円

②ＡＩ時代の職業を考える～なぜ今パ

ナソニックが野菜工場なのか～

　ＡＩの普及でこれから大きく変わろ

うとしている農業について、パナソ

ニックが取り組んでいる新しい野菜工

場の話を通じて、パナソニックが考え

る日本の農業の未来について紹介します。

とき　３月１０日、午後１時～３時

定員　３０人

参加費　無料

ところ　 Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）
ト ピ ッ ク

申し込み　いずれも２月２４日まで

に、生涯学習課〔(２６)８０５６〕へ（申

し込み多数の場合抽選、電話申し込み

可）

※Ｅメールでの申し込みも可。講座

名、参加者の氏名、電話番号を入力し、

杉本さん〔Ｅメールsugimoto@ririku.jp〕

へ。

※１５ページにも同大学で開催予定のイ

ベントを紹介していますので、ご覧く

ださい。

第14回総合福祉会館文化祭

とき　２月１７日、午前１０時～午後４時

ところ　総合福祉会館

内容　舞台発表、

即売会、お茶会、

トニーヒロタさん

に よ る 物 ま ね

ショーなど

入場料　無料（当

日、直接会場へ）

※当日は浴場の利用はできません。

※駐車場には限りがありますので、で

きるだけ公共交通機関をご利用くださ

い。

問い合わせ　総合福祉会館

  イベント
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はじめてのピラティス

とき　２月２２日、２８日、午前９時

３０分～１０時３０分、午前１０時４５分～１１時

４５分、３月１９日、午後０時３０分～１

時３０分、午後１時４５分～２時４５分

ところ　市民総合体育館

内容　ピラティスの呼吸法、体幹の鍛

え方、全身の筋肉の使い方

対象者　１６歳以上の人

定員　各２０人

参加費　１回７００円（当日徴収）

持ち物　タオル、飲み物（持っている

人はヨガマット）

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　２月８日、午前１０時～、

市民総合体育館へ（申し込み先着順、

電話申し込み可）

ソフトバレーフェスティバル

とき　３月１７日、午前９時～午後５時

ところ　市民総合体育館

種目　①初心者の部（男女２人ずつの

混合）、②ファミリーの部（大人２人、小

学生までの子ども２人）、③一般の部

（中学生以上の男女２人ずつの混合）、

④成年の部（３１歳以上の男女２人ずつ

の混合）、⑤壮年の部（４１歳以上の男女

２人ずつの混合）

対象者　市内在住・在勤・在学の人で、

１チームの登録人数は８人まで　

※②以外は女子のみのチームでも出場可。

定員　各種目２０チーム

参加費　１チーム２０００円（当日徴収）

申し込み　２月２３日、午後５時まで

に、市民総合体育館へ（申し込み多数

の場合抽選、電話申し込み不可）

問い合わせ　池谷　満里子さん〔０９０

(５０６２)３４５６〕

２月・３月の　         　          
市民総合体育館共用使用

①競技場（インディアカ・バドミントン）

《共に１面》　とき　２月２０日、正午

～午後３時

持ち物　上靴、シャトル、ラケットなど

②剣道場　とき　２月２１日、３月２

日、午後６時～９時

③柔道場　とき　２月１７日、３月１７

日、午後６時～９時

使用料　①１４０円（中学生以下６０円）、

②③３００円、（中学生以下１３０円）

問い合わせ　市民総合体育館

  

けあぱる市民講座～イチゴ狩り
とハイキングに行きましょう

　早春の澄んだ空気の中、春を探して

飛鳥を散策し、イチゴ狩りを楽しむ約

８㌔の行程です。

とき・ところ　２月２４日、午前９時

に、近鉄長野線「富田林駅」北口改札

前集合　※雨天決行、午後３時ごろ、

集合場所で解散。

対象者　市内在住・在勤の人

定員　２５人

受講料　５０００円（昼食代、保険料、拝

観料含む）　※別途交通費実費。

持ち物　飲み物

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　２月６日、午前１１時～、

ウェルネスけあぱるへ（定員１０人、申

し込み先着順、電話申し込み可）

※２月６日、午前７時～けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員１５人、申

し込み先着順）。

第３回みなみかわち歴史ウォーク

●日本遺産の 竹内 街道と世界文化遺産
たけのうち

登録をめざす古市古墳群を歩く

とき・ところ　２月２４日、午前９時

３０分～１０時に、 布  忍 神社（松原市北新
ぬの せ

町二丁目４の１１）集合

※荒天時は３月３日に延期。

内容　集合場所をスタートし、竹 内    街
たけのうち

道、 誉  田 八幡宮、 応  神  天  皇 
こん だ おう じん てん のう

 陵 古墳など
りょう

を巡り、 古 
こ

 室 八幡神社をゴールとする
むろ

約１３㌔のコース

参加費　無料（拝観料など実費）

※当日直接会場へ。

特典　抽選で参加賞をプレゼント、完

歩賞（シリーズ全３回を完歩した人全

員に賞品をプレゼント）

問い合わせ　華やいで大阪・南河内観

光キャンペーン協議会事務局（松原市

役所観光課内）〔０７２(３３４)１５５０〕

  イベント

きらめきファクトリーイベント

●マイ観光パンフレットをつくろう

　２月開催の「まちゼミ in 富田林じな

いまち」のプログラムの一つとして、

観光の見どころなどの説明を聞いた

後、写真を使った世界で一つの観光パ

ンフレットを作ります。

とき　２月２１日、午後１時～２時３０分

ところ　きらめきファクトリー

定員　５人

参加費　無料

申し込み　２月１９日までに、きらめ

きファクトリーへ（申し込み多数の場

合抽選、電話申し込み可）

●きらめきファーマーズマーケット

　地元で採れた旬の野菜が勢ぞろい。

農家の人とのおしゃべりを楽しみなが

ら、お買い物をしましょう。

とき　２月１０日、午前１１時～午後１

時ごろ（野菜が無くなり次第終了）

ところ　きらめきファクトリー駐車場

（当日、直接会場へ）

問い合わせ　きらめきファクトリー

富田林きらめき寄席

　松田　聖子さんや上沼　恵美子さん

などの物まねを得意とする本市在住の

めぐ　まりこさんと、古典落語から創

作落語まで幅広く活躍する桂　あやめ

さんとの物まねショーや歌謡ショーに

加え、本市在住の桂　文路郎さんの落

語からなる「富田林きらめき寄席」を

開催します。

とき　２月２３日、午後５時～６時３０分

ところ　きらめきファクトリー１階

定員　５０人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　きらめきファクトリー

春一番コンサート2019       
クラシックサクソフォンの夕べ

　クラシックの名曲をサクソフォンの

調べに乗せてお届けします。

とき　３月９日、午後６時３０分～８時

ところ　中央公民館

定員　８０人　入場料　無料

申し込み　２月６日～、中央公民館

で入場整理券を配布（申し込み先着順、

電話申し込み不可）

３０

子
育
て

く
ら
し

ゆ
と
り

保
健
医
療

相
談



春休み子どもスイミング教室

とき　３月２８日、２９日、３０日、

午前８時３０分～９時３０分（全３回）

ところ　ウエルネスけあぱる

内容　泳げない子どもの水慣れや、少

しでも長くきれいに泳ぐ方法を学ぶ

対象者　市内在住・在学の小学生（平

成３１年度新１年生含む）

定員　３０人　参加費　３０００円

申し込み　２月１３日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（定員１０人、申

し込み先着順、電話申し込み不可）

※２月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員２０人、申

し込み先着順）。

小学校校庭遊び場開放事業

　子どもたちに身近で安全な遊び場と

して小学校の校庭を開放し、交通事故

やその他の危険から守るとともに、健

全な育成を図ることを目的に同事業を

実施します。

とき　①２月１７日、３月１７日、②

２月２４日、３月２４日、いずれも午

後１時～４時

ところ　①富田林小学校・大伴小学校、

②寺池台小学校

対象者　市内在住・在学の子どもと保

護者

問い合わせ　生涯学習課〔(２６)８０６２〕

※当日は〔０７０(６９８１)９４４０〕（生涯学習

課直通）へ。

※団体での占用利用はできません。　

※校区外に出掛けるときは決められた

ルールを守って出掛けましょう。

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

やさしいエアロ・たのしいエアロ

とき　３月４日、１１日、４月１０日

、２０日、①午前９時３０分～１０時３０

分、②午前１０時４５分～１１時４５分

ところ　市民総合体育館

内容　①やさしいエアロ（ゆっくりし

たリズムのクラス）、②たのしいエアロ

（リズムを速くした、アップテンポな

クラス）

対象者　１６歳以上の人

定員　各３０人

参加費　１回１０００円（当日徴収）

持ち物　タオル、飲み物（持っている

人はヨガマット）

※動きやすい服装で参加してください。

申し込み　３月実施分は２月１２日、

午前１０時～、４月実施分は３月１１日、

午前１０時～、市民総合体育館へ（申し

込み先着順、電話申し込み可）

グラウンドゴルフ大会

とき　３月２０日、午前９時３０分～午

後２時３０分（午前９時～受け付け、雨

天時は２７日に延期）

ところ　総合スポーツ公園

内容　２４ホールストロークプレー

定員　４２０人

参加費　８００円（当日徴収）

申し込み　２月１４日～２８日、午前

９時～午後５時３０分に、総合スポーツ

公園〔(３５)２１２２〕へ（申し込み先着

順、電話・ファクス申し込み可）

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。

●市民総合体育館  　  (24) 2265

休みません

●青少年スポーツホール  (29) 3778

休みません

●総合スポーツ公園    (35) 2121

休みません

●図書館　

中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

２/４、１２、１８、２５、３/４

※蔵書点検のため、中央図書館は２/１４

～１９、金剛図書館は２/１９～２２の間、臨

時休館します。

●公民館　

中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

２/４、１１、１２、１８、２５、３/４

●人権文化センター    (24) 0583

２/３、１０、１１、１７、２４、３/３

●児童館  　　　　　  (25) 0666

２/３、１０、１１、１７、２４、３/３

● Ｔｏｐｉｃ (きらめき創造館) （26）8056
トピック

２/１１

●すばるホール  　　  (25) 0222

２/４、１８、２５、３/４

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

２/６、１１、１３、２０、２７

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

２/２、３、９～１１、１６、１７、２３、２４、

３/２、３

●総合福祉会館　　    (25) 8261

２/１１　※毎週木曜日と、２/１７は浴場

の利用はできません。

●かがりの郷  　　　  (20) 6070

２/１１　※毎週月曜日は浴場の利用は

できません。

●けあぱる  　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる  (28) 8668

２/４、１１、１８、２５、３/４

●農業公園サバーファーム (35) 3500

２/４、１２、１８、２５、３/４

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館    (26) 0110

　旧田中家住宅　  　  (25) 6771

２/４、１２、１８、２５、３/４

●きらめきファクトリー  (24) 5500

休みません

●消防本部・消防署    (23) 0119

　金剛分署　　  　　  (29) 0119

　消防災害情報案内0180 (99) 7299

●防災情報音声案内サービス（防災無

線音声確認） 0800 (805) 5653
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　「自然を守り、緑と太陽にめぐまれた住みよいまちをつくりましょう」という市民憲章のもとに、

昭和５９年に「石川を美しくする市民運動協議会」が発足し、毎年３月の第１日曜日に、本市の石川と

その支流を市民の皆さんの手で清掃していただいています。同協議会では、一人でも多くの市民の皆

さんの参加をお待ちしています。

問い合わ問い合わせせ　みどり環境課内「石川を美しくする市民運動協議会」事務局（内線432みどり環境課内「石川を美しくする市民運動協議会」事務局（内線432））

◎清掃用◎清掃用具具
ごみ袋と軍手を用意します。その他の清掃用具は各自でご用　ごみ袋と軍手を用意します。その他の清掃用具は各自でご用意意

ください。また、清掃できる服装でご参加くださいください。また、清掃できる服装でご参加ください。。

◎注意事◎注意事項項
毎年、石川大清掃のために設置しているごみ集積場に、河川　毎年、石川大清掃のために設置しているごみ集積場に、河川かか

ら出たごみ以外に、家庭から持ち込まれた粗大ごみや、ら出たごみ以外に、家庭から持ち込まれた粗大ごみや、剪 剪 
せせんん

定 定 したした
てていい

竹・植木の枝などが持ち込まれています竹・植木の枝などが持ち込まれています。。

石川大清掃は河川の清掃活動です。河川の清掃以外から出た　石川大清掃は河川の清掃活動です。河川の清掃以外から出たごご

みは持ち込まないでくださいみは持ち込まないでください。。

また、河川の中に入っての清掃は、大変危険ですのでしない　また、河川の中に入っての清掃は、大変危険ですのでしないでで

くださいください。。

◎ごみの処◎ごみの処理理
ごみや枯れ草を燃やすことによりダイオキ　ごみや枯れ草を燃やすことによりダイオキシシ

ンが発生したり、自然環境を破壊したりするンが発生したり、自然環境を破壊したりするたた

め、全てのごみは燃やさないで決められた場め、全てのごみは燃やさないで決められた場所所

に集めてくださいに集めてください。。

ごみは後日、府が収集します　ごみは後日、府が収集します。。

３３月月33日日((日日))
午午前前 99時時～～1100時時3300分分

◎とこ◎ところろ
石川およびその支流（佐備川、宇奈田川、千早川　石川およびその支流（佐備川、宇奈田川、千早川））

左地図の●印（青い旗が目印）が集合場所です。都合の良い　左地図の●印（青い旗が目印）が集合場所です。都合の良い場場

所でご参加ください所でご参加ください。。

～ み ん な そ ろ っ て 石 川 へ～ み ん な そ ろ っ て 石 川 へ ～～

※雨天中止（当日、午前７時に決定。中止の場合※雨天中止（当日、午前７時に決定。中止の場合、、
順延はしません）順延はしません）。。

ごみは赤い旗の場ごみは赤い旗の場所所

に集めてくださに集めてくださいい

石川大清石川大清掃掃
第36回

◎事業者や企業などの参加・協力を募集

　事業者や企業などの参加・協力を次の内容で募集します。詳細は、

個別にご相談させていただきます。

内容　従業員の清掃参加、清掃時に使用するごみ袋や軍手などの提供
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※広告の問い合わせは、合同会社ＩＭ総合企画〔０７２(２７５)５４４９・０７２(２７５)５４５９〕へ。
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